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一
、
ロ
シ
ア
人
のsitka
進
出
の
幕
開
け

　
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
史
の
画
期
が
、
制
度
的
に
は
一
七
九
九
年
八
月
七
日
付
皇

帝
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
の
元
老
院
へ
の
ウ
カ
ー
ス
に
よ
る
「
皇
帝
陛
下
の
庇
護
下
の

ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
」（
1
）の
成
立
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
商
人
会
社
の
競
合
状

態
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
以
後
独
占
特
権
を
有
し
国
家
の
保
護
と
監
督
下
に
あ

る
特
権
会
社
が
統
治
を
代
替
し
、
北
緯
五
五
度
以
北
の
北
米
大
陸
と
そ
の
周
辺
の

ロ
シ
ア
人
進
出
地（
2
）の
ロ
シ
ア
領
土
化
を
進
め
て
行
く
。
事
実
こ
の
会
社
へ
の
統

制
監
督
の
た
め
同
年
にК

орреспондент

の
職
が
設
置
さ
れ
、
翌
一
八
〇
〇
年

に
は
本
社
の
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
設
置
（
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
の
移
転
）
が
決
め
ら

れ
る（3
）。
し
か
し
制
度
面
で
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
が
新
段
階
に
入
る
こ
と
に
異
論

は
無
い
が
、
毛
皮
猟
と
交
易
に
よ
る
毛
皮
獲
得
を
目
的
と
す
る
商
人
会
社
が
派
遣

し
た
事
業
者
を
中
心
と
す
る
ロ
シ
ア
人
の
進
出
地
で
あ
る
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の

実
態（
4
）を
こ
の
観
点
か
ら
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
近
年
そ
の
研
究
は
、
後
者
が
中

心
で
あ
り
、
原
住
諸
民
族（
5
）の
口
承
伝
承
も
史
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た（6
）。
こ
れ
と
と
も
に
非
服
属
・
半
服
属
現
地
民
と
ロ
シ
ア
人
・
ロ
シ
ア
国
家
と
の

関
係
の
考
察
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の
領

域
の
中
核
がTlingit

の
支
配
領
域
で
「Tlingit Am

erica

」
と
も
称
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
彼
ら
と
ロ
シ
ア
の
関
係
を
考
究
す
る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の

実
態
の
解
明
に
不
可
欠
で
あ
ろ
う（7
）。

　
さ
て
ロ
シ
ア
人
が
最
初
にTlingit

に
遭
遇
し
た
の
は
ベ
ー
リ
ン
グ
の
第
二
回

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
探
検
に
参
加
し
ア
ラ
ス
カ
岸
に
接
近
し
た
（
一
八
四
一
年
）
チ
リ

コ
フ
隊
で
あ
り
、А

. И
. Ч

ириков

の
航
海
日
記
に
記
録
が
あ
る（
8
）。
次
に
彼
ら
が

ロ
シ
ア
人
の
記
録
に
現
わ
れ
る
の
は
四
十
年
後
の
一
七
八
三
年
、П

. К
. Зайков

がЧ
угацкий Залив

（
現Prince W

illiam
 Sound

）
で
越
冬
し
た
時

の
航
海
日
誌
で
あ
る
。Зайков

の
船
を
訪
れ
た
現
地
民C

（
9
）

hugach

が
彼
に

Ч
угацкий Залив

か
ら
南
東
の
地
域
に
居
住
す
るколю

ш
ах

に
つ
い
て
知

ら
せ
た
）
10
（

。
こ
れ
は
そ
の
支
配
領
域
の
最
北
に
位
置
す
るYakutat K

w
áan

の

Tlingit

と
考
え
ら
れ
る
。
ベ
ー
リ
ン
グ
以
降
約
四
十
年
間
ロ
シ
ア
人
毛
皮
業
者

の
ア
レ
ウ
ト
諸
島
か
ら
北
米
大
陸
ア
ラ
ス
カ
岸
へ
の
進
出
はPrince W

illiam
 

Sound

ま
で
で
あ
り
、Tlingit

の
「Land

」
へ
の
境
界
を
越
え
な
か
っ
た
。

一
七
八
四
年
八
月K

odiak

島
に
到
着
し
た
「
毛
皮
王
」Г. И

. Ш
елихов

は
、

一
七
八
六
年
八
月
ま
で
二
年
間
の
滞
在
中
に
最
初
の
ロ
シ
ア
人
定
住
地
を
こ

の
島
のТрехсвятительская гавань

（
現Three Saints Bay

）
に
建

設
し
、
現
地
民K

oniagi

（К

）
11
（

оняги

）
を
服
属
さ
せ
た
。
以
後
、
ロ
シ
ア
人

毛
皮
猟
師
（
プ
ロ
ム
ィ
シ
ュ
レ
ン
ニ
キ
）
と
航
海
士
、
及
び
服
属
さ
せ
た
ア

レ
ウ
ト
列
島
地
域
の
現
地
民Aleut

（Алеуты

）
を
中
心
と
す
る
バ
イ
ダ
ー

ル
カ
の
漕
ぎ
手
・
狩
猟
者
を
商
人
会
社
が
狩
猟
団
（партия

）
と
し
て
組
織

し
、
少
数
の
ロ
シ
ア
人
の
指
揮
の
下
、
毛
皮
猟
（
特
に
ラ
ッ
コ
猟
）
を
事
業
と

し
て
行
わ
せ
た
。
一
七
八
六
年
以
降
ロ
シ
ア
人
はK

enai B
ay

と
そ
の
周
辺

地
域
に
要
塞
化
し
た
定
住
地
を
建
設
し
毛
皮
猟
を
拡
大
す
る
が
、
進
出
地
域
は

　
　
一
八
〇
二
年
のSitka

の
戦
い
（
一
）

│
│ 

ロ
シ
ア
人
に
よ
るSitka

定
住
地М

ихайловская крепость

（Old Sitka

）
建
設
とTlingits

に
よ
る
そ
の
破
壊
ま
で

岡
　
　
野
　
　
恵 

美 

子
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Prince W

illiam
 Sound

ま
で
で
あ
り
、
新
た
に
関
係
を
結
ぶ
現
地
民
は
前
者

のTanaina

（К
еnаіцы

）
と
後
者
のChugach

で
あ
る
。
双
方
と
も
に
半

服
属
的
現
地
民
と
さ
れ
る
が
、
ロ
シ
ア
人
に
対
し
攻
撃
す
る
こ
と
も
稀
で
な
く

服
属
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
一
七
八
八
年
、
シ
ベ
リ
ア
総
督И

. В
. Я

коби

の
指
示
書
に
従
っ
て
派
遣
さ
れ
たД

. И
. Бочаров

̶
Г. Г. И

змайлов

探
検
隊

（「Три Святителя

」
号
）
は
北
米
北
西
岸
に
沿
い
、
未
知
の
南
東
方
向
に
航

行
し
、Yakutat Bay
か
らLituya Bay

ま
で
来
訪
し
た
）
12
（

。
そ
の
海
岸
に
は

Tlingit

やEyak

の
村
と
夏
季
居
住
地
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
時
は
、
探
検

隊
の
人
々
と
現
地
民
の
関
係
は
極
め
て
友
好
的
で
あ
り
、
交
易
を
行
う
の
み
な
ら

ずYakutat

のTlingit

の
首
長
と
み
な
さ
れ
たИ

лхак

（Й
алхок

）
に
服
属

の
印
と
し
て
銅
製
の
ロ
シ
ア
帝
国
の
紋
章
（
ク
レ
ス
ト
）
や
皇
太
子
パ
ー
ヴ
ェ
ル

の
肖
像
画
が
贈
ら
れ
る
）
13
（

。
服
属
か
否
か
は
別
と
し
てTlingit

の
「Land

」
に

入
り
彼
ら
と
初
め
て
接
触
し
情
報
を
得
た
こ
と
及
びLituya Bay

ま
で
の
海

岸
地
域
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
こ
れ
は
ロ
シ
ア
人
側
に
は
重
大
な
意
味
を
持
っ

た
と
言
え
る
。
た
だ
し
ロ
シ
ア
側
が
こ
れ
に
続
い
て
直
ち
にPrince W

illiam
 

Sound

を
出
て
そ
の
地
に
進
出
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
七
九
一
年
シ
ェ
ー
リ

ホ
フ
―
ゴ
ー
リ
コ
フ
会
社
に
雇
用
さ
れ
「
北
東
ア
メ
リ
カ
会
社
」
）
14
（

の
総
支
配
人

と
し
てK

odiak

島
に
到
着
し
たА

）
15
（

.А.Баранов

の
登
場
ま
で
両
者
の
関
係

の
本
格
化
は
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
バ
ラ
ー
ノ
フ
とTlingit

の
出
会
い
は
、

一
七
九
二
年
六
月
二
一
日
〜
二
二
日
の
深
夜N

uchek

島
（Prince W

illiam
 

Sound

）
で
の
夜
営
中
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
狩
猟
団
が
突
然
後
者
の
攻
撃
を
受
け
た
事

件
で
あ
る
。
戦
闘
は
夜
明
け
ま
で
続
き
、
前
者
を
救
っ
た
の
は
近
く
に
停
泊
し

た
「Три Святителя

」
号
か
ら
駆
け
つ
け
たГ. И

змайлов

に
率
い
ら
れ
た

応
援
部
隊
だ
っ
た
。
バ
ラ
ー
ノ
フ
はTlingit

の
軍
事
的
強
さ
を
恐
怖
と
と
も
に

実
体
験
し
た
。
以
後
彼
は
鎖
カ
タ
ビ
ラ
を
常
時
着
用
す
る
。
し
か
し
翌
九
三
年

初
め
てYakutat

へЕ
. П

уртов

等
四
人
の
ロ
シ
ア
人
が
指
揮
す
る
大
規
模
な

狩
猟
団
が
派
遣
さ
れ
た
。
彼
ら
はYakutat Bay

に
到
達
し
た
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
そ
の
近
く
や
周
辺
の
沿
岸
沿
い
に
多
数
の
ラ
ッ
コ
の
存
在
す
る
猟
場
を

発
見
し
、
猟
を
行
っ
た
。K

enai Bay

やPrince W
illiam

 Sound

等
従
来
の

猟
場
で
の
毛
皮
資
源
の
枯
渇
は
深
刻
だ
っ
た
た
め
、
こ
の
新
猟
場
発
見
は
こ
の

探
検
隊
を
送
っ
た
「
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
―
ゴ
ー
リ
コ
フ
の
会
社
」、
即
ち
支
配
人
バ

ラ
ー
ノ
フ
の
そ
の
後
の
事
業
の
方
向
を
決
定
づ
け
る
）
16
（

。
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
翌
九
四
年

に
第
二
回
の
大
狩
猟
団
をYakutat Bay

へ
派
遣
し
、
以
後
定
期
的
に
送
る
。

そ
れ
と
並
行
し
て
こ
の
湾
にГ. И

. Ш
елихов

の
指
示
に
基
き
ロ
シ
ア
人
定
住

地
「Н

овороссийск ( Славороссия)

」
建
設
も
開
始
し
た
。
そ
し
て
ラ
ッ
コ

の
新
猟
場
を
求
め
、
探
索
の
た
め
ア
ラ
ス
カ
岸
を
南
東
に
派
遣
さ
れ
た
シ
ェ
ー
リ

ホ
フ
会
社
の
船
が
九
六
年
にSitka B

ay

と
そ
の
周
辺
域
に
達
し
、
多
数
の
ラ
ッ

コ
の
存
在
を
確
認
す
る
。
九
七
年
以
降Sitka

方
面
へ
の
大
狩
猟
団
の
派
遣
は
恒

例
化
し
、
大
量
の
毛
皮
が
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会
社
の
基
地K

odiak

島
に
運
ば
れ
る

こ
と
と
な
る
。
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の
中
心
と
な
る
東
南
ア
ラ
ス
カ
の
ロ
シ
ア

領
化
の
始
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
はTlingit

に
と
っ
て
は
そ
の
「Land

」

の
権
利
の
勝
手
な
侵
害
と
猟
場
荒
し
に
外
な
ら
な
い
。
九
四
年
以
降Yakutat 

K
w

áan

か
らSitka K

w
áan

へ
と
続
く
東
南
ア
ラ
ス
カ
地
域
で
のTlingit

と

ロ
シ
ア
人
（
事
実
上
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
を
長
と
す
る
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会
社
の
狩
猟

団
構
成
員
―Aleut

やK
oniagi

も
含
む
―
）
の
関
係
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
会
社
の
事
業
の
中
心
を
ラ
ッ
コ
の
豊
か
な

生
息
地
が
存
在
す
るSitka Bay

地
域
に
移
す
べ
く
九
九
年
七
月
現O

ld Sitka

の
場
所
で
ロ
シ
ア
人
定
住
地
建
設
に
着
手
し
た
。
し
か
しМ

ихайловская 
крепость

と
呼
ば
れ
た
こ
の
新
拠
点
は
一
八
〇
二
年Tlingit

の
攻
撃
で
壊
滅

す
る
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
―Tlingit

関
係
の
破
綻
で
あ
り
、
同
時
に
彼
の
ロ
シ
ア

領
形
成
プ
ラ
ン
の
挫
折
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
は
遠
い
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
本
社
で
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ

カ
の
統
治
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
一
八
〇
二
年
の
株
主
総
会
の
決
定
に
従
い
現
地

を
統
轄
す
る
「
総
ア
メ
リ
カ
会
社
」
を
設
立
し
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
を
正
式
に
全
権
を

有
す
総
支
配
人
に
任
じ
た
）
17
（

。
し
か
し
同
年
前
述
の
よ
う
に
現
地
は
危
機
に
陥
る

が
、
こ
の
任
命
が
そ
の
打
開
に
資
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
一
七
九
〇
年
代
末
か
ら
一
八
〇
〇
年
代
初
め
の
ロ
シ
ア
領

ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
の
研
究
者
の
評
価
を
大
著
「
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ



岡野：一八〇二年の Sitka の戦い（一）
── ロシア人による Sitka 定住地Михайловская крепость（Old Sitka）建設と Tlingitsによるその破壊まで3

カ
史
」
第
一
巻
に
よ
り
考
え
た
い
。
こ
れ
は
一
七
九
八
年
を
画
期
と
す
る
）
18
（

。

「
一
七
九
八
年
に
は
、Г. И

. Ш
елихов

の
オ
ホ
ー
ツ
ク
へ
の
出
発
と
一
七
八
六

年
のЛ

）
19
（

ебедевцы

のK
odiak

島
へ
の
登
場
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ

カ
史
の
重
要
な
段
階
は
終
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
」
）
20
（

と
。
こ
の
時
期
に
南
東
ア
ラ
ス

カ
に
は
新
し
い
ロ
シ
ア
人
定
住
地
が
多
数
生
ま
れ
、Prince W

illiam
 Sound

か
らAlexander Archipelago

ま
で
の
北
米
岸
と
海
域
が
「
ロ
シ
ア
人
プ
ロ

ム
ィ
シ
ュ
レ
ン
ニ
ク
に
指
揮
さ
れ
た
巨
大
な
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
船
団
」
に
と
っ
て

の
「
主
要
なпромы

словы
е районы

（
狩
猟
地
域
）
に
変
わ
っ
た
）
21
（

」
こ
と
、

即
ち
南
東
ア
ラ
ス
カ
へ
の
ロ
シ
ア
領
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
毛
皮
事
業
業
績
の
大

幅
増
が
評
価
の
根
拠
で
あ
る
。
確
か
に
九
八
年
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
ア
メ
リ
カ
か
ら

到
着
し
た
バ
ラ
ー
ノ
フ
派
遣
の
二
隻
の
船
は
莫
大
な
量
の
毛
皮
を
運
ん
だ
。

「Ф
еникс

」
号
が
五
二
万
五
九
三
七
ル
ー
ブ
リ
相
当
の
毛
皮
を
、「П

редппри- 
ятие Св. Александры

」
号
が
四
三
万
一
九
三
一
ル
ー
ブ
リ
の
毛
皮
を
、
ま
た

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
商
人
キ
セ
リ
ョ
ー
フ
の
会
社
も
前
年
九
七
年
に
「Св. Зосима и 

Саватий

」
号
で
少
な
い
が
三
万
三
八
六
〇
ル
ー
ブ
リ
相
当
の
毛
皮
を
同
地
に

運
ん
だ
）
22
（

。
こ
の
業
績
は
当
時
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の
毛
皮
事
業
が
事
実
上
バ
ラ
ー

ノ
フ
指
揮
下
の
旧
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会
社
（
七
八
年
時
に
は
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
商
人
の

「
合
同
ア
メ
リ
カ
会
社
」）
の
独
占
へ
の
傾
向
を
強
め
て
い
た
こ
と
も
示
す
。

　
九
八
年
頃
を
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の
新
段
階
へ
の
画
期
と
す
る
見
方
の
も
う
一

つ
の
根
拠
は
、
こ
の
「
独
占
化
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。
そ
れ
は
制
度
的
独
占
化
で

は
な
く
、
当
該
地
域
で
の
毛
皮
事
業
が
商
人
会
社
の
競
合
状
態
か
ら
旧
シ
ェ
ー

リ
ホ
フ
会
社
の
事
実
上
の
独
占
へ
と
転
換
が
こ
の
時
点
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
そ
の
主
因
はK

enai Bay

やN
uchek

に
拠
点
を
有
し
た
最
大
の
競

争
相
手
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
ツ
ィ
の
撤
退
で
あ
る
。
九
〇
年
代
前
半
彼
ら
の
活
動
は

K
enai Bay

やPrince W
illiam

 Sound

で
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
ツ
ィ
を
凌
い
で
い

た
）
23
（

。
こ
の
会
社
の
活
動
に
関
し
て
は
文
献
資
料
が
少
な
く
、
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会

社
側
の
資
料
か
ら
の
推
測
に
頼
ら
ざ
る
得
な
）
24
（

い
と
の
条
件
付
で
あ
る
が
、
撤
退

の
直
接
因
を
経
済
的
要
因
の
み
に
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
彼
ら
が
ラ
イ
バ
ル

と
同
様
狩
猟
場
で
の
毛
皮
獣
の
枯
渇
に
苦
し
ん
だ
こ
と
は
伺
え
る
が
、N

uchek

の
要
塞
でPrince W

illiam
 Sound

のCopper D
elta

へ
の
出
口
を
押
え
、

レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
ツ
ィ
は
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
ツ
ィ
の
狩
猟
団
が
南
東
方
面
へ
航
行
す

る
の
を
妨
害
す
る
と
同
時
にCopper

川
へ
の
進
出
で
事
業
の
衰
退
打
破
の
行
動

を
試
み
て
い
た
。
し
か
し
一
七
九
七
年
六
月Copper

河
口
に
設
け
ら
れ
て
い

た
彼
ら
の
ア
ル
テ
リ
（
狩
猟
団
）
の
拠
点
が
こ
の
川
の
中
・
上
流
域
を
支
配
す

る
現
地
民Ahtna

に
襲
撃
さ
れ
、
こ
の
ア
ル
テ
リ
の
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
ツ
ィ
が
殺

害
さ
れ
、
そ
の
上Prince W

illiam
 Sound

で
も
二
十
人
以
上
の
ロ
シ
ア
人
プ

ロ
ム
ィ
シ
ュ
レ
ン
ニ
キ
と
そ
れ
に
服
属
す
る
現
地
民
約
百
人
が
殺
害
さ
れ
た
）
25
（

。

こ
の
結
果
彼
ら
はК

онстантиновский редут

（N
uchek

）
を
放
棄
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
そ
し
て
こ
の
要
塞
は
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
ツ
ィ
が
占
拠
し
）
26
（

、
支

配
人
バ
ラ
ー
ノ
フ
も
夏
に
当
地
を
訪
れ
後
の
処
理
を
行
っ
た
。
ま
だ
残
っ
て
い

た
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
会
社
の
プ
ロ
ム
ィ
シ
ュ
レ
ン
ニ
キ
の
多
く
が
バ
ラ
ー
ノ
フ
の

支
配
下
に
移
り
、
十
九
人
だ
け
がК

оновалов

を
長
と
し
て
「Св. Георгий

」

号
で
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
去
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
バ
ラ
ー
ノ
フ
はPrince W

illiam
 

Sound

の
現
地
民Chugach

の
一
部
か
ら
人
質
を
取
り
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
船
団

にChugach

の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
を
組
み
入
れ
る
が
）
27
（

、
彼
ら
の
服
属
は
不
安
定
で

あ
る
。
他
方
、
翌
九
八
年
三
月
―
四
月
に
は
現
地
民T

）
28
（

anaina

が
蜂
起
す
る
。

ま
ず
、
彼
ら
はK

enai

半
島
の
対
岸Aleutian range

の
北
に
あ
るIliam

na

湖
の
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
会
社
の
要
塞
（
十
二
人
の
ロ
シ
ア
人
プ
ロ
ム
ィ
シ
ュ
レ
ン

ニ
キ
が
守
備
）
を
襲
っ
て
殲
滅
し
、
続
い
てТую

нак

湾
岸
の
同
ア
ル
テ
リ
を

壊
滅
さ
せ
た
）
29
（

。
さ
ら
にK

enai

半
島
の
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
ツ
ィ
の
最
大
の
拠
点

Н
иколаевский р

）
30
（

едут

を
包
囲
し
た
。
確
実
に
死
の
運
命
に
あ
っ
た
こ
の
要

塞
の
人
々
を
救
っ
た
の
はK

enai

半
島
の
先
端
に
位
置
す
る
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会

社
のАlександровский редут

か
ら
駆
け
つ
け
た
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
ツ
ィ
の
武

装
部
隊
（В

. И
. М

алахов

指
揮
）
で
あ
り
、
包
囲
す
る
現
地
民
を
駆
遂
す
る
。

こ
の
後
こ
の
要
塞
は
彼
ら
が
占
拠
し
）
31
（

、Iliam
na

湖
岸
に
も
何
人
か
の
シ
ェ
ー
リ

ホ
フ
ツ
ィ
が
残
り
占
拠
し
た
。
そ
し
て
五
月
に
こ
の
要
塞
の
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
ツ
ィ

の
大
部
分
が
「Св. И

оан Богослав

」
号
で
ア
ラ
ス
カ
を
去
り
、
残
存
者
は
要

塞
の
新
主
人
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
仕
え
た
。
し
か
し
こ
の
蜂
起
の
鎮
静
化
後
もCook 
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周
辺
現
地
民
の
不
穏
な
動
き
は
続
き
、
七
月
に
バ
ラ
ー
ノ
フ
自
身
が
全
定

住
地
巡
回
の
最
初
と
し
て
「r

）
32
（

ebelious and m
utinous people

」
を
鎮
圧
す

べ
く
現
地
に
向
う
。
以
上
の
よ
う
に
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
会
社
（
正
確
に
は
事
業
従
事

者
と
家
族
）
の
ア
ラ
ス
カ
か
ら
の
撤
退
の
主
因
は
現
地
民
の
攻
撃
に
あ
り
、
背
景

に
は
ロ
シ
ア
人
狩
猟
団
の
進
出
に
対
す
る
武
力
に
よ
る
現
地
民
の
対
抗
行
動
の
活

発
化
が
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
へ
の
敵
意
はTlingit

に
限
定
さ
れ
ず
、
ロ
シ
ア
人
と

非
・
半
服
属
現
地
民
と
の
関
係
の
悪
化
は
一
七
九
〇
年
代
末
の
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ

カ
に
広
が
る
。
以
上
の
よ
う
に
前
述
の
南
東
ア
ラ
ス
カ
方
面
で
の
新
猟
場
獲
得
、

獲
得
毛
皮
量
の
急
拡
大
、
そ
し
て
毛
皮
事
業
の
旧
「
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
」
会
社
（
バ

ラ
ー
ノ
フ
指
揮
）
に
よ
る
事
実
上
の
独
占
化
の
進
行
を
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
史
の

新
段
階
と
決
論
づ
け
る
の
は
疑
問
で
あ
る
）
33
（

。
ロ
シ
ア
人
―
現
地
民
関
係
か
ら
見
る

と
こ
の
時
点
の
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
は
毛
皮
猟
の
拡
大
及
び
ロ
シ
ア
人
定
住
地
の

拡
大
が
促
し
た
両
者
間
の
摩
擦
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
段
階
と
言
え
よ
う
。
他
方

バ
ラ
ー
ノ
フ
に
対
す
る
航
海
士
や
毛
皮
猟
師
の
不
満
や
不
服
従
の
動
き
及
び
宣
教

師
団
の
人
々
の
反
抗
と
現
地
民
の
労
働
拒
否
の
動
き
等
会
社
内
部
の
秩
序
維
持

が
困
難
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
既
に
別
稿
で
論
じ
て
お
り
）
34
（

、
こ
こ
で
は
、
ロ
シ

ア
領
ア
メ
リ
カ
に
は
非
・
半
服
属
現
地
民
か
ら
の
外
的
脅
威
の
み
な
ら
ず
内
部
の

危
機
も
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
そ
れ
ら
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
重
い
負
担

で
あ
り
、
一
八
〇
〇
年
に
、Sitka

で
の
新
定
住
地
建
設
直
後
、
当
時
上
司
の
立

場
に
あ
っ
た
ウ
ナ
ラ
シ
カ
島
支
配
人Е

. Г. Л
арионов

に
辞
任
の
意
志
を
表
明

し
）
35
（

た
理
由
は
会
社
中
央
部
へ
の
不
満
だ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
画
期
は
ロ
シ
ア

―
現
地
民
関
係
の
危
機
の
頂
点
で
あ
る
一
八
〇
二
年
のTlingit

の
攻
撃
に
よ
る

М
ихайловская крепость

（O
ld Sitka

）
の
壊
滅
と
一
八
〇
四
年
の
ロ
シ

ア
側
のSitka

奪
回
（
ロ
シ
ア
側
のSitka Tlingit

の
要
塞
攻
撃
）
に
置
か
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
前
者
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
に
追
い
ロ
シ
ア
領
ア

メ
リ
カ
の
危
機
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、一
七
九
九
年
―Sitka

で
の
定
住
地
建
設
の
開
始

　
ロ
シ
ア
人
のSitka

進
出
（
実
際
は
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会
社
の
進
出
）
の
契
機

は
一
七
九
六
年Yakutat

に
ロ
シ
ア
人
定
住
地
―
要
塞
建
設
（Н

овороссийск

又
はСлавороссия

）
の
た
め
派
遣
し
た
三
隻
の
船
の
内
「О

рёл

」
号
の
船
長

J

）
36
（

.Shields

に
出
さ
れ
たLituya B

ay

ま
で
探
査
の
指
示
で
あ
る
。
彼
は
狩
猟

団
を
連
れ
てLituya Bay

ま
で
行
き
、
そ
こ
で
毛
皮
猟
の
狩
猟
団
）
37
（

と
別
れ
る
と

さ
ら
に
海
岸
沿
い
に
南
下
。Chilkat Bay

か
らSitka

島
に
達
し
、
島
の
西
岸

のSitka Bay

に
投
錨
し
た
。
彼
はTlingit

と
接
触
す
る
の
み
な
ら
ず
、
後
者

と
の
毛
皮
交
易
の
た
め
訪
れ
る
イ
ギ
リ
ス
船
や
ア
メ
リ
カ
船
の
存
在
を
知
り
、
毛

皮
獲
得
の
た
めTlingit

と
摩
擦
を
起
こ
し
た
「Arthur

」
号
の
船
長H

enry 
Barber

と
面
会
し
た
）
38
（

。
但
し
こ
の
方
面
へ
の
最
初
の
航
海
は
前
年
バ
ラ
ー
ノ
フ

の
「О

льга

」
号
に
よ
るYakutat

―N
orfolk Sound

ま
で
の
航
海
及
び
同

年
の
「O

pёл

」
号
に
よ
るPort B

）
39
（

ucarelli

ま
で
の
航
海
で
あ
る
が
。
翌
九
七

年
本
格
的
調
査
と
狩
猟
が
始
ま
る
。
前
年
の
成
功
を
う
け
、
春
か
ら
夏
に
か
け

て
四
百
艘
の
二
人
乗
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
船
団
（Aleut

狩
猟
団
）
が
そ
の
年И

ван 
Родионов

指
揮
下Sitka

方
面
に
派
遣
さ
れ
「О

рёл

」
号
（J. Shields

指
揮
）

が
伴
送
し
た
。
こ
れ
は
成
獣
の
ラ
ッ
コ
皮
だ
け
で
約
二
千
枚
に
及
ぶ
大
成
果
を
あ

げ
、
そ
の
後
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
毛
皮
事
業
の
中
心
が
東
南
ア
ラ
ス
カ
、
特
にSitka

地
域
に
移
る
契
機
と
な
る
）
40
（

。

　
さ
て
、
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の
毛
皮
事
業
の
主
体
が
、
元
来
の
資
金
提
供
者
で

あ
る
商
人
会
社
（
本
社
）
で
は
な
く
、
現
地
で
毛
皮
事
業
を
実
行
す
る
そ
の
現
地

会
社
や
指
揮
す
る
支
配
人
個
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
会
社
と
事
業
現
場
と
の
距
離

の
遠
さ
や
運
輸
・
通
信
手
段
の
乏
し
さ
に
よ
る
連
絡
の
困
難
さ
か
ら
必
然
的
に

生
じ
た
事
態
で
あ
る
。
九
〇
年
代
後
半
に
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会
社
が
毛
皮
事
業
で

競
合
他
社
に
対
し
圧
倒
的
優
位
に
立
っ
た
の
も
有
能
な
支
配
人
の
力
に
帰
す
る

こ
と
が
多
い
。
即
ち
一
七
九
一
年K

odiak

島
に
到
着
し
た
「
北
東
ア
メ
リ
カ
会

社
」
支
配
人
Ａ
・
Ａ
・
バ
ラ
ー
ノ
フ
で
あ
る
）
41
（

。
彼
は
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会
社
が
イ
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ル
ク
ー
ツ
ク
商
人
の
「
合
同
会
社
」
そ
し
て
「
合
同
ア
メ
リ
カ
会
社
」
と
変
わ

り
、
一
七
九
九
年
に
は
国
家
の
保
護
・
監
督
下
の
特
権
会
社
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ

会
社
に
変
わ
る
中
で
一
八
一
八
年
の
総
支
配
人
職
辞
任
ま
で
事
実
上
の
ロ
シ
ア

領
ア
メ
リ
カ
の
長
で
あ
り
続
け
た
。
一
八
〇
二
年
、
正
式
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
シ

ア
領
の
総
支
配
人
に
任
じ
ら
れ
た
後
は
そ
の
統
治
者
と
し
て
君
臨
す
る
。
後
世
多

く
の
「
バ
ラ
ー
ノ
フ
伝
」
に
史
料
を
提
供
す
る
フ
レ
ー
ブ
ニ
コ
フ
の
バ
ラ
ー
ノ
フ

の
伝
記
（
彼
の
私
生
活
を
含
ま
ず
、
仕
事
の
み
）
）
42
（

の
中
で
著
者
は
、
一
七
九
〇
〜

一
八
一
八
年
の
間
の
動
向
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
唯
一
人
、
自
身

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
基
い
て
活
動
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
」
）
43
（

と
記
す
。
ま
た
、

Н
. Н
. Болховитинов

もГ. И
. Ш

елихов

やН
. П
. Резанов

と
並
ん
で
彼
を

「
真
の
帝
国
の
建
設
者
」
）
44
（

と
と
呼
ぶ
。
近
年
で
も
バ
ラ
ー
ノ
フ
へ
賛
辞
を
前
述
の

А
. Р
. Артемьев

が
奉
げ
て
い
る
）
45
（

。

　
こ
の
よ
う
にYakutat

か
らSitka

へ
の
ロ
シ
ア
毛
皮
事
業
の
中
心
の
移
動

と
そ
れ
に
伴
う
ロ
シ
ア
人
定
住
地
・
拠
点
の
増
大
（
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
の
ロ
シ

ア
領
の
拡
大
）
は
、
一
七
九
八
年
時
点
で
、「
ア
ラ
ス
カ
の
事
実
上
の
支
配
者
に

な
っ
て
い
た
」

)46

(

と
と
さ
れ
る
彼
の
事
業
と
言
っ
て
誤
り
は
無
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
七
九
七
年
と
九
八
年
にK

odiak

島
か
ら
派
遣
さ
れ
た
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会
社

のAleut

人
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
船
団
―
狩
猟
団
は
、Sitka

周
辺
で
の
猟
で
約
二
千

枚
の
ラ
ッ
コ
皮
を
各
々
得
た
。
こ
の
狩
猟
団
の
成
功
に
よ
り
フ
レ
ー
ブ
ニ
コ
フ

に
よ
れ
ば
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
「
何
で
あ
れ
）
47
（

」Sitka

島
に
ロ
シ
ア
人
定
住
地
を
建
設

す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
確
か
にYakutat Tlingit

の
研
究
者Frederica de 

Laguna

も
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
当
時Yakutat

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
放
棄
を
考
え

て
い
た
と
推
測
し
、
明
ら
か
に
、Sitka

即
ち
「in the heart of the Tlingit 

country

」
）
48
（

に
拠
点
を
建
設
す
る
計
画
に
比
べ
、
よ
りYakutat

事
業
へ
の
彼
の

関
心
は
薄
く
な
り
、
彼
が
期
待
し
て
い
た
の
は
豊
か
な
毛
皮
量
を
獲
得
し
て
い

る
外
国
人
商
人
のSitka

か
ら
の
排
除
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
建

設
が
ほ
ぼ
完
成
し
た
一
八
〇
〇
年
七
月
に
ラ
リ
オ
ー
ノ
フ
に
「
わ
れ
わ
れ
の
最

良
の
狩
猟
が
今
こ
の
近
く
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

あ
な
た
は
こ
の
地
域
が
将
来
の
た
め
に
い
か
に
重
要
か
お
わ
か
り
に
な
る
で
し
ょ

う
」
と
事
業
中
心
と
し
て
のSitka

地
域
の
重
要
性
を
強
調
す
る
）
49
（

。
と
は
言
え
彼

がTlingit land

で
の
こ
の
建
設
を
楽
観
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
七
九
八

年
夏
に
前
述
の
よ
う
にK

enei Bay

で
は
現
地
民
の
不
穏
な
状
態
が
再
燃
し
、

Ikatna

河
の
定
住
地
に
脅
威
が
迫
る
。
事
件
そ
の
も
の
は
彼
の
到
着
前
に
決
着

を
み
て
い
た
が
、
し
か
し
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
当
地
のН

иколаевский редут

を

安
全
な
場
所
で
再
建
す
る
よ
う
指
示
し
、M

aлaхoв

に
管
理
を
委
ね
た
。
次
に

Prince W
illiam

 Sound

のN
uchek

に
あ
るК

oнстanтинoвский редут

に
渡
り
、
こ
れ
の
他
の
場
所
へ
の
移
設
を
指
示
し
、
信
頼
す
る
副
官К

ускoв

に

管
理
を
委
ね
る
）
50
（

。
以
上
の
よ
う
にTlingit

の
み
な
ら
ず
多
数
の
現
地
民
の
中
に

ロ
シ
ア
人
へ
の
敵
意
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
彼
は
現
地
民
に
対
す
る
懸
念
を
強
め

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
常
にCook Inlet

とPrince W
illiam

 Sound

の
要
塞

（
計
三
ヶ
所
）
を
自
ら
巡
回
し
、
九
八
年
の
よ
う
に
問
題
が
生
じ
る
とYakutat

行
き
す
ら
中
止
し
て
対
応
に
追
わ
れ
た
。
し
か
しYakutat Bay

地
）
51
（

域
以
南
を

支
配
し
たTlingit

（
ロ
シ
ア
人
の
呼
称К

олош

）
は
北
米
北
西
岸
最
大
の
人
口

を
有
し
、
強
力
な
軍
事
力
で
周
辺
の
他
民
族
を
圧
倒
し
、
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て

も
最
も
警
戒
す
べ
き
現
地
民
で
あ
っ
た
。
バ
ラ
ー
ノ
フ
はYakutat

か
らSitka

方
面
へ
の
数
度
に
わ
た
る
航
海
を
通
じ
彼
ら
と
接
触
す
る
。
早
く
も
九
五
年
の

N
orfolk

（Sitka

）Sound

へ
の
最
初
の
航
海
が
彼
ら
を
知
る
機
会
と
な
っ
た
。

「
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
…
コ
ロ
シ
の
い
く
つ
か
の
部
族
を
知
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

彼
は
学
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
諸
部
族
が
多
く
の
子
供
を
持
ち
、
強
力
で
野
蛮
で
あ

る
こ
と
を
。
そ
し
て
、
バ
ー
タ
ー
交
易
や
商
取
引
に
引
き
つ
け
ら
れ
て
彼
ら
は
勤

勉
な
商
人
に
す
ぐ
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
習
慣
を
採
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
生
ま
れ
つ
き
の
知
力
と
能
力
に
よ
っ
て
早
急
に
銃
の
射
ち
方
を
習
得

し
た
。
彼
は
彼
ら
の
領
土
を
占
拠
す
る
の
は
易
し
く
は
な
く
、
彼
ら
を
服
属
さ
せ

る
に
は
非
常
に
大
き
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
予
知
し
て
い
た
。」
）
52
（

と
、
フ

レ
ー
ブ
ニ
コ
フ
は
当
時
の
彼
のTlingit

観
を
書
く
。
し
か
し
彼
はTlingit

が

ど
う
あ
れ
、
国
益
優
先
を
貫
く
態
度
を
示
す
。
大
量
の
毛
皮
獣
資
源
の
存
在
が
確

認
さ
れ
且
つ
外
国
船
に
よ
る
毛
皮
の
バ
ー
タ
ー
に
よ
る
買
い
付
け
が
進
むSitka

島
か
らN

ootka
ま
で
を
獲
得
す
る
こ
と
は
「
祖
国
に
名
誉
を
も
た
ら
す
こ
と
」
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で
「
祖
国
の
た
め
わ
れ
わ
れ
は
平
和
と
命
を
犠
牲
に
す
る
義
務
が
あ
る
」
と
会

社
へ
の
手
紙
で
決
意
を
述
べ
た
）
53
（

。
だ
が
そ
こ
は
会
社
の
中
心K

odiak

島
か
ら
遠

く
、
秋
か
ら
冬
―
春
の
荒
天
に
よ
り
船
団
の
難
破
も
希
で
は
な
い
）
54
（

。
一
七
九
六

年
に
建
設
さ
れ
たYakutat

定
住
地
）
55
（

が
積
替
え
港
の
役
を
果
す
が
、Yakutat 

Tlingit- Eyak
と
の
関
係
悪
化
や
、
定
住
地
の
植
民
者
の
長П

оломош
ны

й

の
拙
劣
な
経
営
と
プ
ロ
ム
ィ
シ
ュ
レ
ン
ニ
キ
の
長С

. Ф
. Л

арионов

と
前
者
の

対
立
の
深
刻
化
に
よ
る
定
住
地
内
の
混
乱
の
結
果
、
こ
こ
を
ロ
シ
ア
領
の
中
心

と
す
る
故
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
の
計
画
は
現
実
性
を
失
う
）
56
（

。
こ
う
し
て
「Sitka

島
を

Yakutat

よ
り
東
のAlexander Archipelago

地
域
に
お
け
る
新
拠
点
に
選

ん
だ
の
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
で
あ
る
）
57
（

」。Sitka

島
周
辺
が
ラ
ッ
コ
の
豊
庫
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　Sitka

で
の
ロ
シ
ア
定
住
地М

ихайловская крепость

（O
ld Sitka

）

の
建
設
か
ら
、
そ
れ
がTlingit

の
攻
撃
で
壊
滅
す
る
事
情
に
関
す
る
基
本
史
料

はК
. Т
. Хлебников

の
「Ситха

島
の
占
領
に
つ
い
て
の
歴
史
的
概
観
、
外
国

船
に
つ
い
て
の
情
報
と
と
も
に
」（
一
八
三
一
年
）
と
そ
の
公
刊
版
）
58
（

で
あ
る
。
ま

た
前
記
の
彼
の
バ
ラ
ー
ノ
フ
伝
も
補
足
史
料
の
役
を
す
る
）
59
（

。
併
わ
せ
て
バ
ラ
ー
ノ

フ
関
係
の
書
簡
も
前
者
を
検
証
す
る
た
め
の
必
須
の
史
料
で
あ
る
。
他
方
ア
メ
リ

カ
の
史
家H

. H
. Bancrоft

の
ア
ラ
ス
カ
史
）
60
（

は
一
八
八
六
年
に
書
か
れ
、
ロ
シ
ア

側
に
欠
け
る
史
料
に
基
く
記
述
が
あ
り
重
要
で
あ
る
。
ま
た
近
年
の
研
究
で
史
料

的
に
重
要
な
の
は
、
現
地
民
（
本
稿
関
係
で
はTlingit

）
研
究
、
特
に
そ
の
口

承
伝
承
の
採
取
と
記
録
で
あ
る
）
61
（

。
そ
の
結
果
、
ロ
シ
ア
―Tlingit

関
係
の
事
件

の
関
係
者
や
部
族
の
特
定
及
び
現
地
民
側
の
状
況
が
解
明
さ
れ
始
め
て
い
る
）
62
（

。
し

か
し
こ
れ
ら
の
史
料
に
は
相
互
の
不
一
致
点
や
、
記
述
の
欠
落
と
不
明
瞭
な
表
現

が
見
ら
れ
る
。
一
七
九
五
〜
一
八
〇
二
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
限
っ
て
も
、
前
記
の

Хлебников

等
の
重
要
な
研
究
の
中
に
不
一
致
が
見
ら
れ
る
原
因
は
こ
こ
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
）
63
（

。
本
稿
も
諸
史
料
を
比
較
検
討
し
つ
つ
大
概む
ね

確
認
し
得
る
形

で
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
記
述
し
た
い
。

　
一
七
九
九
年
春
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
シ
ト
カ
で
の
新
定
住
地‒

要
塞
建
設
計
画

に
着
手
す
る
。
ま
ず
四
月
にK

odiak

島
か
ら
五
五
〇
艘
のAleut

人
バ

イ
ダ
ー
ル
カ
船
団
を
派
遣
。
続
い
て
三
隻
の
船
が
出
発
す
る
。
即
ち
ま
ず

「Св. Екатерина

」
号
が
ド
イ
ツ
人Potash

（Podgash

）
指
揮
下
要
塞
建
設

の
た
め
の
物
資
を
積
ん
で
派
遣
さ
れ
る
。
指
示
は
途
中
でYakutat

に
立
ち
寄

り
続
い
てPort Bucarelli

ま
で
行
き
、
そ
の
後Sitka

で
他
の
グ
ル
ー
プ
と

合
流
す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
「Северны

й О
рёл

」
号
が
海
軍
士
官
で
会
社

へ
の
勤
務
を
命
じ
ら
れ
たТ

）
64
（

алин

指
揮
下
、
後
に
新
定
住
地
の
長
に
任
じ
ら
れ

るВ
. Г. М

едведников

他
八
人
の
乗
組
員
と
共
に
派
遣
さ
れ
た
。
一
八
〇
〇

年
の
ラ
リ
オ
ー
ノ
フ
へ
の
手
紙
（
①
）
に
よ
れ
ばТалин

に
は
、「Sitka

を

越
えthe Bokonello

（Bucarelli

）
湾
とBobrovaia

（
ラ
ッ
コ
）
湾
そ
し
て

Q
ueen Charlottе

諸
島
ま
で
の
海
岸
の
調
査
」
をSitka

で
の
合
流
前
の
仕
事

と
し
て
指
示
し
た
）
65
（

。
最
後
に
バ
ラ
ー
ノ
フ
自
身
が
「О

льга

」
号
で
四
月
）
66
（

に
出
発

し
た
。
人
員
不
足
を
承
知
の
上
彼
は
急
い
だ
。
そ
こ
が
近
年
の
最
良
の
猟
場
が
存

在
す
る
所
で
あ
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
人
や
ア
メ
リ
カ
人
が
占
領
を
ね
ら
っ
て
い
る

地
域
で
あ
る
と
の
彼
の
危
機
意
識
が
そ
の
理
由
で
あ
る
）
67
（

。
出
発
直
後
の
彼
の
動
き

はBancroft

の
み
が
記
述
す
る
）
68
（

。
そ
れ
に
よ
れ
ば
約
二
〇
〇
艘
の
バ
イ
ダ
ー
ル

カ
船
団
を
同
行
し
、K

enai

半
島
岸
沿
い
にPrince W

illiam
 Sound

に
入
っ

た
「О

льга

」
号
一
行
に
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
最
も
信
頼
す
る
副
官K

）
69
（

ycko в

が

一
五
〇
艘
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
（N

uchek

島
で
越
冬
）
を
連
れ
て
合
流
。Prince 

W
illiam

 Sound

を
出
て
広
大
なCopper

河
口
か
らController B

ay

を
過

ぎ
た
所
で
、
五
月
二
日
バ
ラ
ー
ノ
フ
船
団
は
不
幸
な
事
件
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の

事
件
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
自
身
の
手
紙
を
含
め
ロ
シ
ア
の
史
料
に
は
全
く
見
ら
れ
な

い
。
従
っ
て
こ
の
事
件
の
真
偽
が
問
題
と
な
る
が
、
結
論
を
言
え
ば
近
年
ロ
シ

ア
の
研
究
者
の
間
で
も
こ
れ
を
認
め
る
方
向
に
あ
る
）
70
（

。
そ
の
理
由
の
第
一
は
、

こ
の
事
件
の
記
述
に
際
しH

. Bancroft

が
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
友
人D

elaroв
へ
の
書
簡
）
71
（

を
引
用
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
にF

. de Laguna

が
、Chugach 

inform
ant

（
八
六
才
の
マ
カ
リ
ー
、
目
撃
者
の
孫
）
72
（

）
が
一
九
三
三
年
に
「The 

M
assacre at St. Elias R

ock

」
の
物
語
と
し
て
こ
れ
を
語
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
）
73
（

。
以
上
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
の
史
料
に
は
こ
の
話
は
存
在
し
な
い
が
、
現
地
民

の
主
謀
者
二
名
も
特
定
す
る
現
地
民
側
の
史
料
が
こ
の
事
件
の
存
在
を
立
証
す
る
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と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
てBancroft

の
記
述
に
沿
う
形
で
事
件
の
概
容
を
記
し

た
い
。

　
五
月
二
日Cape Suckling

（K
ayak

島
の
対
岸
）
沖
を
通
過
す
る
際
に
荒

れ
た
海
に
二
人
乗
り
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
三
十
艘
（
六
十
人
）
が
呑
ま
れ
た
。
バ
ラ
ー

ノ
フ
は
夜
が
近
づ
く
な
か
で
、
さ
ら
な
る
嵐
の
徴
候
を
予
見
し
、
全
バ
イ
ダ
ー
ル

カ
に
上
陸
を
命
じ
、
彼
も
同
行
し
た
。
闇
の
中
で
海
岸
ま
で
の
距
離
を
過
小
評

価
し
た
た
め
砂
浜
に
や
っ
と
辿
り
つ
い
た
時
に
は
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
の
人
々
（
多
く

はAleut

人
）
は
力
尽
き
て
す
ぐ
に
砂
浜
で
眠
り
込
ん
だ
。
そ
の
直
後
「
コ
ロ

シ
」
の
恐
ろ
し
い
戦
闘
の
叫
び
が
ひ
び
き
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
達
は
飛
び
起
き
た
。

「
極
め
て
大
き
な
驚
き
が
生
来
臆
病
なAleut

人
の
間
に
広
が
っ
た
。
彼
ら
は
い

か
な
る
抵
抗
も
役
に
た
た
ぬ
と
考
え
る
ほ
ど
こ
の
良
く
知
る
敵
へ
の
恐
怖
で
一
杯

に
な
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
が
森
の
中
に
逃
げ
込
ん
だ
。
攻
撃
者
の
中
に
。
彼
ら
の

バ
イ
ダ
ー
ル
カ
に
乗
り
海
に
出
る
代
り
に
）
74
（

」
ロ
シ
ア
側
で
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
と
二
名

の
ロ
シ
ア
人
が
闇
の
中
に
銃
を
撃
ち
ま
く
り
、
敵
人
の
現
地
人
狩
猟
者
も
鳥
撃
銃

で
抵
抗
し
た
。
約
一
時
間
の
戦
い
後
、
そ
のTlingits
は
森
に
引
き
あ
げ
た
。

敵
は
強
力
で
あ
り
彼
ら
を
壊
滅
か
ら
救
っ
た
の
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
よ
れ
ば
敵
味
方

を
判
別
で
き
ぬ
程
の
深
い
闇
だ
っ
た
）
75
（

。
殺
害
又
は
捕
虜
と
な
り
、
こ
の
時
二
六

人
のAleut

が
失
わ
れ
た
。
敵
が
去
る
やAleut

語
で
生
存
し
て
森
や
採
木
材

に
隠
れ
て
い
たAleut

を
呼
び
集
め
、
夜
の
明
け
る
前
に
こ
の
危
険
な
海
岸
か

ら
出
発
し
た
。
海
と
海
岸
で
多
数
のAleut

人
を
失
っ
た
た
め
バ
ラ
ー
ノ
フ
船

団
の
力
は
著
し
く
削
が
れ
た
。
こ
の
後
の
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
つ
い
てBancroft
は

副
官K

уcкoв

がPrince W
illiam

 Sound

に
戻
る
よ
う
助
言
し
た
が
、
彼
は

前
進
し
、
五
月
二
十
五
日
にSitka Sound

に
入
っ
た
と
記
す
）
76
（

。
こ
の
日
付
は

ラ
リ
オ
ー
ノ
フ
へ
の
手
紙
①
等
で
確
認
で
き
るSitka

到
着
日
と
異
な
り
こ
の
部

分
の
信
憑
性
は
疑
わ
し
い
）
77
（

。
こ
の
事
件
はTlingit

の
「Land

」
に
拡
大
し
た

ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
で
の
非
服
属
のTlingit

の
脅
威
の
重
大
性
を
示
し
た
。
ま

た
、F
. de Laguna

に
よ
れ
ば
前
記
のChugach inform

ant

は
、
こ
の
事
件

の
主
謀
者
を
「Chilkat

川
か
らController Bay

に
来
たYakutat

イ
ン
デ
ィ

ア
ン
の
名
を
持
つYakegua

（Tlingit

）」
と
「Prince W

illiam
 Sound

の

G
ravina Bay

か
ら
来
たChugach

名
のIrquq

」
に
特
定
し
た
）
78
（

。「
こ
れ
は

Tlingit

とChugach

の
よ
う
な
伝
統
的
敵
で
さ
え
ロ
シ
ア
人
と
そ
の
仲
間
に
敵

対
し
て
団
結
で
き
る
こ
と
を
示
す
）
79
（

」
と
彼
女
は
見
て
い
る
。

　
六
月
十
二
日
バ
ラ
ー
ノ
フ
船
団
はYakutat Bay

に
到
着
し
翌
十
三
日
に
港

に
入
っ
た
。
こ
のYakutat

寄
港
に
関
し
て
は
、Хлебников

の
バ
ラ
ー
ノ
フ

伝
は
数
行
の
み
で
ラ
リ
オ
ー
ノ
フ
へ
の
手
紙
①
が
詳
し
い
）
80
（

。
二
年
ぶ
り
に
来
た
当

地
で
彼
が
見
た
の
は
混
乱
の
み
だ
っ
た
。П

）
81
（

оломош
ны

й

に
対
し
植
民
者
・
狩

猟
者
・
現
地
民
ほ
ぼ
全
員
が
不
平
不
満
や
反
感
を
示
し
、
彼
とС

）
82
（

.Ф
.Л

арионов

と
の
対
立
は
決
定
的
だ
っ
た
。
結
局
、
両
者
を
更
迭
し
、Yakutat

の
植
民
者
の

長
にН

иколай М
ухин

を
任
命
せ
ざ
る
得
な
か
っ
た
）
83
（

。
ト
ラ
ブ
ル
が
収
束
し

た
後
六
月
三
十
日
にYakutat B

ay

を
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
出
帆
し
た
。

　
七
月
七
日
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
指
揮
の
「О

льга

」
号
はSitka Sound

に
到
着

し
た
）
84
（

。
そ
こ
に
投
錨
し
て
い
た
の
はТалин

の
「О

рёл

」
号
の
み
で
あ
り
、

彼
の
不
服
従
行
動
は
続
い
て
い
た
。
指
示
さ
れ
た
調
査
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
バ

ラ
ー
ノ
フ
の
「О

рёл

」
号
乗
船
を
威
嚇
に
よ
り
拒
否
し
た
。М

едведников

の
説
得
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
は
「О

рёл

」
号
か
ら
定
住
地
建
設
に
何
の
助

力
も
与
え
な
い
。
そ
し
て
八
月
にSitka

を
去
っ
た
）
85
（

。
こ
の
「О

рёл

」
号

はYakutat

に
寄
港
後
、K

odiak

島
に
向
う
が
、
途
中Siuklia

（Prince 
W

illiam
 Sound , M

ontague

島
）
沖
で
難
破
。Талин

は
助
か
る
が

П
оломош

ны
й

と
家
族
計
五
人
溺
死
。
約
四
千
枚
の
ラ
ッ
コ
皮
も
失
わ
れ
た
。

他
方
「Св. Екатерина

」
号
は
ま
も
な
くSitka

以
南
の
調
査
か
ら
戻
っ
た
。

こ
の
船
の
乗
務
員
は
十
月
一
日
に
出
帆
す
る
そ
の
時
ま
で
定
住
地
や
建
設
に
助
力

し
た
。
た
だ
、
最
初
に
送
っ
たAleut

バ
イ
ダ
ー
ル
カ
船
団
だ
け
は
彼
の
到
着
の

二
日
前
に
帰
途
に
着
き
彼
は
会
え
な
か
っ
た
。

　
上
陸
後
の
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
最
初
の
仕
事
は
定
住
地
・
要
塞
の
建
設
地
の
選
定
と

獲
得
だ
っ
た
。
彼
は
急
い
でTlingit

の
リ
ー
ダ
ー
と
会
い
、
交
渉
に
着
手
す
る
）
86
（

。

тoen

と
長
老
（старш

ин

そ
の
他
の
指
導
的
人
々
）
に
贈
物
を
し
、
恐
ら
く
一

方
で
は
優
し
く
、
他
方
で
は
脅
迫
で
彼
は
彼
ら
に
定
住
地
の
た
め
の
場
所
を
譲
る

よ
う
強
い
た
。
彼
ら
に
あ
ら
ゆ
る
必
要
物
資
を
送
り
届
け
、
敵
か
ら
防
衛
す
る
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こ
と
を
約
束
し
な
が
ら
）
87
（

。
当
時Sitka

の
権
力
は
以
下
三
人
の
有
名
な
（Sitka 

K
w

áan

）тоен

の
手
に
あ
っ
た
。（
一
）Skautlelt

（Shk' aw
ulyeil

）　（
二
）

K
oukhkan

（K
ooxx' áan

）　（

三

）Skaatagech

（Skaayadaheich?

）。

（
一
）
と
（
三
）
はRaven m

oiety clan

のK
iks. ádi

の
名
と
（
二
）
は
お

そ
ら
く
別
のRaven m

oiety clan

のLukaax.ádi

の
名
で
あ
る
）
88
（

。
こ
れ
ら

の
「
当
時
のSitka
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
首
長
」
と
の
交
渉
の
結
果
、Sitka 

K
w

áan

で
最
も
勢
力
の
あ
るclan K

iks. ádi

の
伝
統
的
に
保
有
し
た
土
地
の

一
片
が
ロ
シ
ア
人
に
分
与
さ
れ
た
）
89
（

。
そ
の
中
でМ

едведников

と
と
も
に
適
地

を
六
日
間
捜
し
た
結
果
前
者
が
最
初
に
推
し
た
場
所
を
選
定
、
十
五
日
に
木
の

伐
採
と
建
物
の
建
設
に
着
手
す
る
。
建
設
の
従
事
者
数
は
不
明
確
だ
が
、
ラ
リ

オ
ー
ノ
フ
の
手
紙
①
に
よ
れ
ば
ロ
シ
ア
人
約
二
十
人
と
残
さ
れ
た
五
十
人
の
現
地

民
、
そ
し
て
出
帆
前
の
「Св. Екатерина
」
号
の
乗
組
員
で
あ
り
、
相
対
的
に

少
数
だ
っ
た
）
90
（

。
こ
こ
に
建
設
さ
れ
た
定
住
地
―
要
塞
の
名
が
「К

репость Св. 
Архистратига М

ихаила

」（
通
称М

ихайловская крепость

）
で
あ

り
、
今
日
こ
の
場
所
が
「O

ld Sitka

」
と
呼
ば
れ
る
。

　
建
設
が
順
調
に
始
ま
っ
た
二
日
後
の
十
七
日
に
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
悲
劇
的
事

件
の
知
ら
せ
を
受
け
る
。
彼
の
到
着
前
に
帰
還
の
途
に
つ
い
たAleut

狩
猟

団
（
船
団
）
を
襲
っ
た
貝
毒
中
毒
）
91
（

に
よ
る
大
量
死
で
あ
る
。
彼
ら
は
出
発
の
翌

日K
hutshov Strait

の
小
湾
に
夜
営
し
た
。
こ
こ
で
狩
猟
者
のAleut

や

Chugach

が
黒
貝
を
食
べ
た
直
後
に
苦
し
み
出
し
、
二
時
間
で
約
一
一
五
人
死

亡
。
指
揮
者
の
ロ
シ
ア
人
達
は
彼
ら
に
火
薬
・
タ
バ
コ
・
ア
ン
モ
ニ
ア
水
を
飲
ま

せ
吐
か
せ
た
が
救
け
ら
れ
た
の
は
数
人
だ
っ
た
）
92
（

。
さ
ら
にYakutat

を
経
て
帰

る
途
中
に
、
死
者
は
さ
ら
に
一
五
人
増
え
計
一
三
五
人
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
狩

猟
団
はK

odiak

島
に
幸
い
に
も
約
一
五
〇
〇
枚
の
ラ
ッ
コ
皮
を
持
ち
帰
っ
た
。

フ
レ
ー
ブ
ニ
コ
フ
に
よ
る
と
こ
の
時
友
好
的
にAleut

を
迎
え
た
コ
ロ
シ
は
予

期
せ
ぬ
事
件
に
驚
き
自
分
達
の
方
法
で
彼
ら
を
救
け
よ
う
と
努
め
た
。
し
か
し
大

量
の
死
者
を
見
て
恐
ろ
し
く
な
り
、
ロ
シ
ア
人
とAleut

が
こ
の
事
を
彼
ら
の

シ
ャ
ー
マ
ン
の
行
為
の
せ
い
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
、
後
に
森
の
中
に
一

目
散
に
逃
げ
こ
ん
だ
）
93
（

。
他
方
こ
の
悲
劇
の
知
ら
せ
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
を
も
不
安
に
さ

せ
、
彼
が
建
設
に
着
手
し
た
こ
の
場
所
の
悪
し
き
運
命
の
恐
ろ
し
い
予
兆
と
思
わ

れ
た
）
94
（

。

　
と
は
言
え
、
新
定
住
地
建
設
は
着
実
に
進
行
し
た
。
冬
ま
で
の
建
設
状
況
に

つ
い
て
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
言
に
従
え
ば
概
ね
以
外
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
大
型

のбалаган

を
建
設
。
そ
こ
に
船
か
ら
物
資
す
べ
て
を
搬
入
し
、
準
備
さ
れ
た

食
糧
も
保
管
。
次
に
小
さ
な
そ
ま
つ
なбаня

。
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
テ
ン
ト
に
居
住
し

て
い
た
彼
は
十
月
に
こ
こ
に
移
る
が
冬
の
間
の
大
部
分
を
煙
や
湿
気
と
屋
根
か
ら

の
雨
も
り
に
苦
し
ん
だ
。
続
い
て
二
階
立
て
のказарма

（
兵
舎
）。
縦
八
サ
ー

ジ
ェ
ン
×
横
四
サ
ー
ジ
ェ
ン
で
、
二
つ
のбудок

（
暗
所
）
と
保
管
倉
庫
が
付

い
て
い
る
。
そ
し
てAleut

用
のкаж

имы

（
あ
る
い
はy

ユ
ル
ト

urt

）
も
建
設
さ
れ

た
。
そ
の
他
作
ら
れ
た
の
は
、
仮
設
の
鍛
冶
工
房
や
台
所
、
家
畜
小
屋
。
そ
し

て
定
住
地
の
塀
も
部
分
的
に
完
成
）
95
（

。
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
「О

льга

」
号
と
ロ
シ
ア
人

二
五
人
とAleut

人
五
五
人
）
96
（

を
こ
こ
に
残
し
越
冬
し
な
が
ら
建
設
に
従
事
し
た
。

越
冬
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
一
七
九
九
年
―
一
八
〇
〇
年
の
冬
は
、
天
候
が
悪

く
十
月
か
ら
一
月
ま
で
猛
烈
な
嵐
が
間
断
無
く
襲
っ
た
。
壊
血
病
が
発
生
し
、
彼

は
部
下
達
の
健
康
を
維
持
す
る
方
策
を
様
々
に
行
っ
た
。
結
局
は
天
候
が
許
す
時

にAleut

を
猟
に
送
り
、
彼
ら
が
獲
っ
た
ア
ザ
ラ
シ
や
ト
ド
、
そ
し
て
ハ
リ
バ
ッ

ト
と
タ
ラ
が
人
々
の
健
康
回
復
の
決
め
手
と
な
っ
た
）
97
（

。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
は
三

月
に
ニ
シ
ン
が
大
量
に
獲
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
解
決
し
た
。
ま
た
困
難
は

あ
っ
た
が
こ
の
定
住
地
の
周
辺
でAleut

は
越
冬
中
も
約
三
百
頭
の
ラ
ッ
コ
を
獲

る
こ
と
が
で
き
た
）
98
（

。

　
他
方
、
同
時
期
に
当
地
を
来
訪
し
現
地
民
と
交
易
す
る
外
国
船
は
五
隻
に
及

び
、
そ
の
船
長
や
船
乗
り
と
交
際
し
た
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
危
機
感
を
前
述
の
ラ
リ

オ
ー
ノ
フ
に
詳
細
に
書
き
送
っ
た
。
そ
れ
に
拠
る
とSitka

に
は
一
七
九
九
年

夏
、
彼
の
到
着
以
前
に
二
隻
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
船
が
滞
在
。
七
月
末
に
さ
ら
に
一
隻

到
着
。
翌
一
八
〇
〇
年
二
月
十
五
日
ボ
ス
ト
ン
か
ら
一
隻
到
着
。
そ
し
て
二
月
末

頃
と
三
月
に
二
隻
来
訪
し
、Sitka

及
び
そ
の
隣
接
地
域
に
投
錨
。
バ
ラ
ー
ノ
フ

の
目
の
前
で
、Sitka

だ
け
で
彼
ら
は
約
二
千
枚
の
ラ
ッ
コ
皮
を
バ
ー
タ
ー
交
易

でTlingit

か
ら
獲
得
し
た
。
し
か
も
「
彼
ら
は
非
常
に
高
い
価
格
を
支
払
う
。
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私
達
と
競
争
す
る
の
み
な
ら
ず
相
互
に
競
争
し
な
が
ら
。」
し
か
も
銃
・
弾
薬

筒
・
火
薬
・
弾
丸
も
ラ
ッ
コ
皮
と
の
交
換
に
与
え
る
）
99
（

。
特
に
外
国
船
の
人
々
と
相

互
に
訪
問
し
た
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
ボ
ス
ト
ン
船
へ
の
警
戒
を
強
め
た
。
イ
ギ
リ
ス
人

に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
―
ボ
ス
ト
ン
人
の
優
位
は
、「
ボ
ス
ト
ン
人
と
の
競
争
で
き

な
い
」
と
イ
ギ
リ
ス
人
が
言
う
程
当
地
で
は
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
即
ち

ボ
ス
ト
ン
人
が
当
地
の
海
岸
を
訪
れ
始
め
た
時
か
ら
イ
ギ
リ
ス
人
の
交
易
は
破
滅

し
た
。
実
際
こ
の
七
月
に
到
着
し
た
イ
ギ
リ
ス
船
は
一
隻
だ
け
で
、
残
り
は
す
べ

て
ボ
ス
ト
ン
人
の
船
だ
っ
た
）
100
（

。
し
か
も
後
者
は
二
〜
三
年
毎
に
同
じ
船
が
来
訪
す

る
の
で
現
地
民
と
も
知
己
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
ボ
ス
ト
ン
人
は
毛
皮
交
易
の
み
な

ら
ず
当
地
北
米
北
西
岸
―
カ
ン
ト
ン
―
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
間
の
三
角
貿
易
で
莫
大

な
利
益
を
あ
げ
て
い
た
）
101
（

。
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
何
よ
り
も
現
地
民
へ
の
火
器
・
火
薬
等

の
売
却
を
危
険
視
し
、
ボ
ス
ト
ン
人
に
対
し
そ
の
禁
止
を
要
求
す
る
が
、
後
者
は

「
私
達
は
商
人
で
あ
り
一
万
二
千
海
里
以
上
利
益
を
求
め
て
航
海
し
て
い
る
。
誰

も
わ
れ
わ
れ
に
こ
の
よ
う
な
交
易
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
た
こ
と
は
無
い
」

と
彼
の
主
張
を
無
視
し
、「
多
く
の
者
が
恥
知
ら
ず
に
私
達
の
眼
前
で
火
薬
・
弾

丸
・
銃
・
ピ
ス
ト
ル
・
ム
ス
ケ
ッ
ト
銃
を
交
易
し
て
い
た
」
）
102
（

。
ま
た
、
彼
は
、
カ

ノ
ン
砲
も
隣
接
す
る
現
地
民
の
村
に
多
数
あ
る
こ
と
を
耳
に
し
た
。
以
上
の
よ
う

に
現
地
民
の
間
で
、
外
国
人
と
の
毛
皮
交
易
に
よ
る
武
装
化
が
進
み
つ
つ
あ
る

の
は
疑
う
こ
と
の
で
き
ぬ
事
実
と
言
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
背
景
に
ロ
シ
ア
人
―

Tlingit

関
係
に
も
変
化
が
見
え
て
く
る
。

三
、一
八
〇
〇
年
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
のSitka

出
発
とМ
）
103
（

едведников

　 

へ
の
指
示
書

　Tlingit

（К
олош

 , К
олю

ж

）
の
対
ロ
シ
ア
人
感
情
の
変
化
を
冬
の
間
バ

ラ
ー
ノ
フ
は
既
に
認
め
て
い
た
）
104
（

。
冬
頃
に
は
彼
は
前
記
の
三
人
の
シ
ト
カ
の

тоен

と
親
し
く
な
っ
て
い
た
。
特
に
彼
がГлавны

й

（
首
長
）
と
み
な
し
）
105
（

た

Скаутлелт

を
厚
遇
し
、
自
ら
の
友
と
名
づ
け
、
贈
物
を
与
え
た
。
さ
ら
に

名
誉
の
印
と
し
て
彼
に
銅
製
の
ロ
シ
ア
の
紋
章
（Герб

）
と
一
八
〇
〇
年
三
月

図：ロシア人定住地（1800年）
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二
五
日
付
のО

ткры
ты

й лист

（
証
明
書
）
も
与
え
た
。
そ
の
中
に
は
ロ
シ
ア

人
に
よ
り
要
塞
用
に
占
有
さ
れ
た
場
所
はтоен

と
彼
のрод

（clan

）
に
よ
り

自
発
的
に
有
償
で
譲
渡
さ
れ
、тоен

は
自
己
の
ロ
シ
ア
へ
の
臣
従
を
宣
言
し
た

と
書
か
れ
て
い
た
）
106
（

。
こ
の
友
好
的
取
り
決
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
、Tlingit

の
間

に
は
不
平
不
満
が
あ
っ
た
。
主
因
は
他
のK

w
áan

か
らSitka

を
訪
れ
て
い
た

Tlingit

で
あ
り
、Sitka K

w
áan

の
住
人
を
ロ
シ
ア
の
臣
民
に
な
っ
た
こ
と
で

嘲
笑
し
た
。
前
者
は
後
者
を
嘲
笑
し
て
自
身
の
自
由
を
誇
り
、
議
論
を
お
こ
さ

せ
、
ロ
シ
ア
人
とAleut
に
侮
辱
を
加
え
よ
う
と
し
た
）
107
（

。
こ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ

は
そ
の
近
隣
地
域
に
住
む
現
地
民
か
ら
の
多
く
の
侮
辱
、
そ
し
て
遠
い
村
々
か
ら

来
た
悪
党
達
か
ら
さ
ら
に
多
く
の
侮
辱
に
耐
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
わ

れ
わ
れ
が
永
遠
に
居
住
す
る
の
を
希
望
し
な
か
っ
た
」
と
の
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
言
葉

が
立
証
し
て
い
る
）
108
（

。
冬
の
間
の
関
係
の
変
化
が
鮮
明
に
現
わ
れ
る
の
が
「П

асха

事
件
」
）
109
（

で
あ
る
。П

асха

（
復
活
祭
）
の
祝
日
の
間
に
催
さ
れ
る
祝
典
にтоен

を
招
待
す
る
た
め
女
性
の
通
訳
を
彼
ら
の
村
に
派
遣
し
た
。Sitka

のтоен

は

全
員
従
者
を
連
れ
要
塞
に
現
わ
れ
た
が
、
他
地
域
か
ら
の
来
訪
者
は
招
待
に
応
じ

な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
彼
ら
は
、
こ
の
使
者
に
ひ
ど
い
傷
害
を
与
え
た
。
バ
ラ
ー

ノ
フ
は
祝
宴
は
実
施
し
た
が
三
日
目
に
侮
辱
を
与
え
た
者
を
罰
す
る
た
め
、
カ
ノ

ン
砲
二
門
と
二
二
人
の
武
装
し
た
人
々
の
一
団
と
共
に
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
彼
ら
の

村
に
乗
り
込
ん
だ
。
村
で
は
、
三
〇
〇
人
の
武
装
し
た
男
が
い
た
が
、
上
陸
す
る

と
直
接
罪
あ
る
者
の
家
に
向
い
、
ロ
シ
ア
隊
は
二
回
の
一
斉
射
撃
を
行
っ
た
。
す

る
と
何
人
か
の
老
人
を
残
し
、
残
り
全
員
が
逃
げ
走
っ
た
。
彼
は
事
が
流
血
無

し
に
終
わ
り
、
彼
ら
に
復
雙
の
口
実
を
与
え
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
喜
ん
だ
。
そ

し
て
彼
は
贈
物
等
で
彼
ら
を
懐
柔
す
る
）
110
（

。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
側
は
軍
事
力
不
充
分
で

現
地
民
に
穏
和
に
対
応
せ
ざ
る
得
な
い
現
実
に
基
く
措
置
で
あ
っ
た
）
111
（

。
こ
れ
以

外
に
も
冬
の
間
彼
はтоен Скаутлет

を
含
め
多
く
のтоен

を
定
期
的
に
招

きAleut

と
の
ダ
ン
ス
等
北
米
北
西
岸
の
現
地
民
の
楽
し
み
を
享
受
さ
せ
た
。

し
か
し
こ
の
遊
興
に
来
る
時
に
マ
ン
ト
の
下
に
短
剣
を
隠
し
て
い
る
者
が
三
回
見

つ
か
り
）
112
（

、
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
自
ら
を
害
す
る
試
み
と
見
な
し
、
剣
を
携
え
た
者
を
居

住
地
か
ら
追
い
出
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
武
器
携
帯
は
彼
ら
の
習
慣
と
説
明
さ
れ
た

が
、
）
113
（

彼
が
現
地
民
に
対
し
抱
く
警
戒
心
が
強
め
ら
れ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ

の
上
彼
ら
と
の
バ
ー
タ
ー
交
易
は
不
調
で
あ
り
少
量
の
毛
皮
し
か
得
ら
れ
ず
、
高

価
格
で
支
払
う
ア
メ
リ
カ
人
の
た
め
、
極
め
て
高
い
価
格
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
）
114
（

。

　
と
は
言
え
、
彼
は
五
月
に
はK

odiak

島
で
「Sitka

で
わ
れ
わ
れ
は
完
全
に

満
足
す
べ
き
冬
を
過
ご
し
た
。
ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
当
地
の

現
地
民
を
鎮しず
め
、
服
属
さ
せ
、
定
住
地
を
設
置
し
、
要
塞
を
建
設
し
た
」
）
115
（

と
部

下
に
書
い
た
。
ま
たSitka

出
発
の
少
し
前
、
四
月
七
日
付
受
取
人
不
明
の
手
紙

で
も
「
当
地
（Sitka

）
で
は
す
べ
て
が
う
ま
く
行
っ
て
い
ま
す
。
狩
猟
の
見
込

み
も
非
常
に
大
き
い
」
）
116
（

と
述
べ
楽
観
的
で
あ
る
。
前
記
の
二
日
に
来
航
し
た
ボ
ス

ト
ン
船
四
隻
に
つ
い
て
も
、
乗
組
員
と
の
交
流
は
上
出
来
で
、「
わ
れ
わ
れ
は
彼

ら
の
客
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
彼
ら
が
わ
れ
わ
れ
の
定
住
地
の
客
と
な
っ
た
。
そ
し

て
わ
れ
わ
れ
は
一
緒
に
ウ
ォ
ト
カ
を
た
っ
ぷ
り
飲
ん
だ
。」
ま
た
、
現
地
民
と
の

関
係
も
「
行
く
途
中
ど
こ
に
も
危
険
は
無
い
」
と
す
る
）
117
（

。
例
外
はC

hilkat

の

T

）
118
（

lingit

で
、
注
意
を
喚
起
す
る
。
彼
ら
に
はSitka

で
も
あ
ま
り
会
っ
た
こ
と

は
な
い
が
届
く
う
わ
さ
は
敵
対
的
で
あ
る
と
。
他
方
彼
は
、K

odiak

行
を
迫
ら

れ
て
も
い
た
。「
多
く
の
状
況
が
遅
延
に
は
反
対
で
あ
る
」
と
、
一
度
は
三
月
中

頃
に
予
定
さ
れ
たK

odiak

行
を
四
月
中
に
決
行
す
る
決
意
を
「
わ
れ
わ
れ
は
今

月
に
ど
う
し
て
も
出
発
す
る
つ
も
り
で
す
。
失
敗
せ
ず
に
」
と
語
っ
た
。
し
か
し

Sitka

の
状
況
へ
の
不
安
は
残
し
て
い
る
。
定
住
地
建
設
の
進
行
状
況
を
誇
ら
し

げ
に
記
し
な
が
ら
、
現
地
民
と
の
間
に
重
大
な
不
和
は
無
い
が
、
あ
れ
こ
れ
に
つ

い
て
非
常
に
多
く
の
不
平
・
不
満
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
し
て
「
わ
れ
わ
れ

は
忍
耐
強
く
す
べ
て
を
克
服
し
た
。
恒
常
的
に
用
心
し
…
い
か
な
る
敵
対
的
行
為

に
も
備
え
を
し
て
い
る
」
）
119
（

と
。

　
四
月
二
二
日
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
「О

льга

」
号
でSitka

を
出
帆
しK

odiak

島
に
向
っ
た
。
五
月
一
日
にPrince W

illiam
 Sound

で
狩
猟
団
に
会
い
手

紙
等
を
受
け
取
り
、
四
日
に
そ
こ
を
立
ち
五
日
夕
方
にK

odiak

に
到
着
し

た
）
120
（

。
彼
は
出
発
を
前
に
し
て
、
新
要
塞
の
長
（начальник

）
にВасилий 

Г. М
едведников

を
任
命
し
、
彼
に
指
示
書
（наставление

）
を
手
渡
し
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た
）
121
（

。
こ
れ
は
前
文
でK

odiak

に
出
発
せ
ざ
る
得
な
い
の
で
、
彼
を
長
に
任
じ
、

当
地
に
残
る
す
べ
て
の
人
々
を
彼
の
指
揮
と
管
理
に
委
ね
、
同
時
に
生
産
業
務

の
最
高
指
揮
権
を
譲
る
と
バ
ラ
ー
ノ
フ
か
ら
の
権
限
移
譲
を
記
す
。
続
い
て
、

М
едведников

に
対
し
七
章
に
分
け
て
現
状
・
問
題
点
・
対
応
策
・
今
後
の
施

策
等
々
極
め
て
細
か
い
指
示
・
あ
る
い
は
助
言
が
述
べ
ら
れ
る
。
特
に
会
社
の
外

部
と
内
部
双
方
の
現
地
人
、
即
ちTlingit

とAleut

に
関
す
る
助
言
と
指
示
が

多
く
、
そ
れ
が
彼
の
最
大
の
懸
念
材
料
と
考
え
て
よ
い
。
従
っ
て
こ
れ
に
基
づ

き
、
出
発
時
点
で
のSitka
定
住
地
―
要
塞
と
業
務
へ
の
彼
の
懸
念
を
検
討
し
た

い
。

　
こ
の
指
示
書
の
七
章
の
内
容
は
概
ね
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章Sitka

地
域
の
現
地
民
へ
の
対
応
。
第
二
章
継
続
中
の
定
住
地
建
設
に
関
す
る
指
示
と

助
言
、
第
三
章
定
住
地
―
要
塞
で
働
く
男
の
秩
序
と
服
従
の
維
持
。「
怠
惰
な

者
や
不
注
意
な
者
、
よ
り
正
し
く
言
え
ば
全
体
の
安
全
と
警
備
を
軽
視
す
る

者
に
は
過
失
と
罪
に
応
じ
て
罰
金
を
課
す
」
こ
と
を
許
す
こ
と
。
第
四
章
長
老

（cтароста

）Н
аквасин

へ
の
適
切
な
監
督
が
命
じ
ら
れ
る
。「
経
済
の
全
部
門

で
良
い
経
営
状
態
（хозяйство

）
と
秩
序
が
保
た
れ
る
よ
う
に
」
と
。
次
に
記

さ
れ
る
の
は
食
糧
の
損
傷
無
き
保
管
と
不
足
無
い
配
給
、
さ
ら
に
将
来
の
た
め
の

備
蓄
用
食
糧
へ
の
考
慮
、
狩
猟
で
獲
得
さ
れ
る
獲
物
（
毛
皮
）
の
適
切
な
場
所
で

の
保
存
、Tlingit

と
の
バ
ー
タ
ー
交
易
や
狩
猟
団
員
（партовщ

ик
）
か
ら
受

け
取
る
獲
物
代
の
支
払
い
はМ

едведников

の
助
言
の
下
で
行
わ
れ
る
べ
き
こ

と
等
、
定
住
地
の
通
常
の
業
務
・
運
営
に
関
す
る
具
体
的
指
示
で
あ
る
。
そ
し
て

Н
аквасин

に
「
任
せ
ら
れ
た
職
務
の
適
切
な
遂
行
を
思
い
出
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
少
な
く
と
も
当
地
のTlingit

や
そ
の
他
の
諸
民
族
（народами

）
も
、

す
べ
て
の
狩
猟
団
員
、
す
べ
て
のкаю

р

とк

）
122
（

аю
рка

も
怒
声
や
乱
暴
に
で
は

な
く
で
き
る
限
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
に
、
礼
儀
正
し
く
親
切
に
扱
う
べ
き
」
こ
と
を
。

そ
し
て
（
全
業
務
の
）
毎
日
の
記
録
作
成
や
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
人
に
ぐ
ず

ぐ
ず
せ
ず
分
配
す
る
こ
と
が
最
後
に
書
か
れ
る
）
123
（

。
こ
れ
は
定
住
地
の
日
常
業
務
の

現
場
監
督
者
へ
の
指
導
監
督
要
領
と
言
え
る
内
容
だ
が
、
そ
れ
は
当
地
の
現
状
の

問
題
点
も
伺
わ
せ
る
。
特
に
外
部
、
内
部
を
問
わ
ぬ
現
地
民
に
対
す
る
ロ
シ
ア
側

現
場
監
督
者
の
接
し
方
の
修
正
を
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
指
示
し
た
と
言
え
る
。
第
五
章

は
「
残
留
し
た
狩
猟
団
員
（П

артовщ
ик

）
を
礼
儀
正
し
く
世
話
を
し
、
天
候

の
た
め
自
分
の
食
糧
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
食
糧
供
給
に
よ
り
彼
ら

を
助
け
る
べ
き
」
の
文
で
始
ま
り
、A

leut

狩
猟
団
員
の
処
遇
・
扱
い
方
が
テ
ー

マ
で
あ
る
。
ま
ず
重
要
と
さ
れ
る
の
は
、
常
に
現
地
人
の
中
か
らП

очётны
х

（
高
貴
な
人
）
を
区
別
す
る
こ
と
。
即
ち
「
祝
祭
日
に
は
彼
ら
（П

очётны
е

）

を
ロ
シ
ア
人
と
時
折
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
つ
か
せ
る
べ
き
」
）
124
（

。
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
こ
こ

で
「П

очётны
е

」
の
具
体
的
名
前
を
示
す
。
以
下
は
前
記
に
基
き
特
定
さ
れ

た
名
前
で
あ
る
）
125
（

。（
ａ
）the K

atm
ai Toion G

avriil

　（
ｂ
）Toion Efim

 
Chernov

　（
ｃ
）Toion Alig

'iaga

（Filipp

） , K
arluk Toion

の
息
子
　（
ｄ
）

Aliutsium
aq

（Filipp

） , Chiniak z
)126

(
akazuchik

の
息
子
　（
ｅ
）Atyl’

（G
avriil

）

Poiapolitskii

（
お
そ
ら
く
現
在
のAyakulik

）。（
ｃ
）（
ｄ
）（
ｅ
）
は

K
odiak

島
のтоен

で
あ
り
（
ａ
）
は
ア
ラ
ス
カ
半
島
で
あ
る
が
、（
ｃ
）（
ｅ
）

と
（
ａ
）
の
居
住
地
はSherikof Strait

を
隔
て
て
向
か
い
合
っ
て
い
る
）
127
（

。

従
っ
て
彼
ら
が
狩
猟
団
構
成
員
や
現
地
民
労
働
者kaiur

とkaiurka

の
中
核

を
成
すAleut

やK
oniagi

のтоен

で
あ
り
、
彼
ら
が
狩
猟
や
そ
の
他
の
事
業

の
実
行
者
達
の
直
接
の
組
織
者
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
少
数
の
ロ
シ
ア
人
が

彼
ら
を
通
じ
て
現
地
人
労
働
者
に
事
業
を
遂
行
さ
せ
た
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
即

ち
現
地
人
労
働
者
は
彼
ら
の
旧
来
の
内
部
の
社
会
関
係
に
基
く
集
団
で
働
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
こ
の
章
の
最
初
に
、П

очётны
е

を
ロ
シ
ア
人
と

同
等
に
処
遇
し
、
そ
の
集
団
内
で
の
高
い
地
位
を
尊
重
す
る
よ
う
に
強
く
命
じ
る

理
由
は
こ
の
点
に
あ
る
。
彼
はП

очётны
е

の
名
を
あ
げ
た
後
に
、
こ
れ
ら
す

べ
て
人
の
処
遇
に
つ
い
て
厳
命
す
る
。「
博
愛
心
に
富
む
思
い
や
り
を
持
ち
世
話

を
す
べ
き
で
あ
り
、
決
し
て
誰
に
も
不
必
要
に
侮
辱
し
た
り
、
必
要
な
し
に
労
働

や
仕
事
、
あ
る
い
は
奉
仕
を
（
彼
ら
の
同
意
な
し
に
）
無
償
で
課
す
べ
き
で
は
な

い)128

(

」
さ
ら
に
必
要
な
場
合
で
も
「
彼
ら
を
優
し
く
説
得
す
べ
き
で
あ
る
。
荒
っ
ぽ

い
の
の
し
り
を
伴
う
厳
し
い
態
度
に
よ
る
よ
り
も
。」
そ
し
てМ

едведников

に
対
し
て
命
じ
る
。「
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
も
は
や
誰
に
も
彼
ら
を
殴
る
権
利

は
な
い
。
特
に
理
由
無
し
に
は
。
ま
た
理
由
が
あ
っ
て
も
君
が
検
討
す
る
こ
と
無
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し
に
課
金
し
た
り
あ
る
い
は
罰
す
る
権
利
は
誰
に
も
無
い
」
と
）
129
（

。
こ
れ
に
続
く

部
分
は
現
地
民
労
働
者
へ
行
う
べ
き
指
示
で
あ
る
。
自
分
用
の
食
糧
貯
蔵
や
河
川

で
の
漁
の
他
に
天
候
の
長
期
安
定
期
にУ

рванов

の
指
揮
下
ラ
ッ
コ
猟
へ
の
全

員
派
遣
が
指
示
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
際
狩
猟
員
の
獲
っ
た
獲
物
の
会
計
処
理
方
法

も
定
め
る
。
担
当
は
前
記
のН

аквасин

で
あ
り
、
彼
に
受
け
取
っ
た
獲
物
を

毎
日
の
記
録
簿
に
書
き
入
れ
さ
せ
る
。
会
社
が
負
債
を
負
う
者
に
は
受
け
取
り
書

が
発
行
さ
れ
、
新
獲
得
物
は
こ
れ
に
書
き
加
え
ら
れ
、
分
配
を
受
け
た
場
合
も
同

様
で
あ
る
。
会
社
に
負
債
が
残
る
者
は
差
し
引
か
れ
、
清
算
が
行
わ
れ
、
再
度

計
算
さ
れ
る
）
130
（

。
以
上
は
狩
猟
員
を
含
む
現
地
労
働
者
に
関
す
る
指
示
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
章
の
後
半
はK

odiak
島
か
ら
到
着
す
る
「Главная

」
狩
猟
団

（партия

）
へ
の
対
応
で
あ
る
。
基
本
は
当
地
の
狩
猟
員
全
員
が
加
わ
る
単
一
の

狩
猟
団
の
形
成
と
共
同
の
狩
猟
事
業
実
施
で
あ
る
。
狩
猟
場
で
の
リ
ー
ダ
ー
に
は

日
常
の
狩
猟
で
知
識
を
有
す
当
地
居
留
の
現
地
民тойон

が
当
て
ら
れ
る
。
こ

こ
で
前
記
のП

очётны
е

の
名
が
現
わ
れ
る
。
即
ち
、
南
の
猟
場
に
はK

atm
ai 

тойон Еф
им

（（
ｂ
）
の
可
能
性
有
）、Н

уналкудак

及
びК

）
131
（

умы
к

、
そ
し

てSitka

近
く
の
西
方
面
と
北
方
面
）
132
（

に
は
前
記
の
（
ｄ
）（
ｃ
）（
ｅ
）
の
三
人
が

当
て
ら
れ
る
。
さ
ら
にK

odiak

か
ら
の
狩
猟
団
の
長
に
対
す
る
獲
物
を
取
る
最

良
の
方
法
の
助
言
も
。
そ
の
他
、
こ
の
狩
猟
団
の
獲
得
し
た
獲
物
す
べ
て
（
当

地
で
獲
れ
た
物
とYakutat

か
らSitka

ま
で
の
航
海
中
に
獲
れ
た
物
等
）
の

定
住
地
へ
の
運
搬
、
そ
の
毛
皮
の
乾
燥
と
湿
気
と
損
傷
か
ら
守
ら
れ
る
乾
燥
し

た
適
切
な
場
所
で
の
保
管
。
そ
し
て
狩
猟
団
の
船
がK

odiak

に
向
け
て
出
発
す

る
際
にSitka

や
そ
の
他
地
域
のTlingit

か
ら
バ
ー
タ
ー
交
易
で
得
た
毛
皮
や

前
回
のK

odiak

帰
還
狩
猟
団
に
加
わ
ら
ず
越
冬
し
た
狩
猟
団
員
の
滞
在
中
の
獲

物
（
毛
皮
）
と
一
緒
に
そ
れ
を
積
み
八
月
中
に
狩
猟
団
と
と
も
に
送
り
出
す
こ
と

等
指
示
は
具
体
的
な
点
に
及
ぶ
）
133
（

。
以
上
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
の
毛
皮
猟
の
実
行
部
隊

で
あ
る
狩
猟
団
の
実
際
の
リ
ー
ダ
ー
はAleut

等
の
現
地
民
の
複
数
の
長тойон 

( тоен) 

で
あ
り
、
巨
大
な
数
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
船
団
の
長
期
間
・
長
距
離
の
旅

行
も
組
織
的
狩
猟
活
動
も
彼
ら
に
依
存
す
る
事
実
を
こ
れ
は
示
す
。
従
っ
て
彼
ら

の
処
遇
改
善
は
第
一
に
配
慮
す
べ
き
事
項
だ
っ
た
。

　
第
六
章
はSitka

に
来
港
す
る
イ
ギ
リ
ス
船
・
ボ
ス
ト
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
船
及

び
そ
の
他
の
外
国
船
へ
の
対
応
で
あ
る
。
特
徴
的
な
点
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
他
の
手

紙
に
見
え
る
毛
皮
交
易
に
お
け
る
ラ
イ
バ
ル
あ
る
い
は
火
器
等
を
現
地
民
に
売

却
す
る
外
国
人
は
問
題
と
さ
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
最
も
警
戒
す
る
の
は
ア
メ
リ
カ

人
の
間
で
の
伝
染
性
の
病
気
、
特
に
ペ
ス
ト
の
流
行
で
あ
る
。
従
っ
て
ア
メ
リ
カ

人
と
交
際
に
距
離
を
保
つ
こ
と
を
求
め
る
）
134
（

。
次
に
フ
ラ
ン
ス
船
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
ロ
シ
ア
の
事
情
も
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
宮
廷
と
の
事
件
に
つ
い
て
も
長
期

間
情
報
を
持
た
な
い
と
の
前
提
で
「
フ
ラ
ン
ス
船
を
見
た
ら
祖
国
の
敵
と
思
う
べ

き
」
と
す
る
が
、
森
に
逃
げ
る
こ
と
も
船
を
島
々
の
後
に
遠
ざ
け
る
自
己
防
衛
も

可
と
）
135
（

真
剣
な
危
機
感
は
見
ら
れ
な
い
。
最
後
は
イ
ギ
リ
ス
人
船
長Bricks

（
わ

れ
わ
れ
の
知
人
・
カ
ン
ト
ン
か
ら
の
）
が
来
訪
し
た
場
合
、
で
き
る
限
り
の
も
て

な
し
を
行
う
よ
う
指
示
す
る
と
と
も
に
彼
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
係
す
る
こ
と

や
ロ
シ
ア‒

中
国
関
係
の
状
態
等
の
情
報
を
聴
取
す
る
こ
と
を
求
め
る
）
136
（

。
後
者
は

Н
аквасин

に
書
き
留
め
さ
せ
、
当
地
で
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
手
渡
す
か
、K

odiak

島
に
船
で
送
る
こ
と
を
命
じ
る
。
お
そ
ら
く
国
際
情
勢
が
、
毛
皮
の
国
際
交
易
に

与
え
る
影
響
を
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
懸
念
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
来
航
外
国
船
へ

の
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
態
度
は
こ
こ
で
は
敵
対
的
で
は
無
い
と
確
認
で
き
る
。
第
七

章
は
食
糧
の
備
蓄
を
テ
ー
マ
と
し
、
多
く
の
備
蓄
の
必
要
性
と
そ
の
具
体
的
方

法
を
詳
細
に
示
す
）
137
（

。
特
に
、
備
蓄
の
方
法
と
し
て
現
地
民
の
や
り
方
に
従
っ
て

ю
кола

（
乾
燥
又
は
燻
製
の
魚
片
・
ユ
ッ
コ
ラ
）
で
の
備
蓄
を
重
視
。
そ
の
製
造

を
細
か
く
奨
励
す
る
。
そ
の
中
に
は
肉
、
魚
を
燻
製
に
す
る
場
所
と
し
て
現
地
民

Tlingit

と
同
様
に
半
地
下
式
の
家barabora

を
以
前
現
地
民
の
そ
れ
が
あ
っ

た
場
所
に
建
築
す
べ
き
と
す
る
指
示
やTlingit

と
同
じ
方
法
で
の
そ
の
製
造
を

求
め
る
旨
も
含
ま
れ
る
）
138
（

。
特
に
銀
ザ
ケ
をю

кола

の
一
種качемазе

に
加
工

し
食
糧
と
し
て
保
存
す
べ
く
、
越
冬
中
にAleut

狩
猟
団
員
に
自
分
達
の
た
め

のК
ачеm

aze

作
り
の
仕
事
を
強
制
し
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
食
糧
備
蓄
は
、

バ
ラ
ー
ノ
フ
の
認
識
で
は
定
住
地
の
緊
要
な
問
題
で
あ
り
、
将
来
何
が
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
が
故
に
、
充
分
過
剰
な
量
の
食
糧
の
備
蓄
を
持
つ
こ
と
は
絶
対
で
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
努
力
が
そ
の
準
備
に
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
）
139
（

。
こ
の
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指
示
書
の
最
後
は
、
狩
猟
団
員
や
現
地
人
労
働
者
の
処
遇
に
関
す
る
第
五
章
の
一

部
及
び
第
六
章
の
船
長Bricks

の
件
の
く
り
返
し
で
終
る
）
140
（

。

　
内
部
の
現
地
人
へ
の
対
応
の
指
示
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
最
後
に
外
部
の
現

地
人Tlingit

に
関
す
る
彼
の
指
示
の
検
討
に
移
る
。
こ
れ
は
第
一
章
の
テ
ー
マ

で
あ
り
、
彼
が
ま
ずМ

едведников

に
伝
え
よ
う
と
し
た
事
項
で
あ
る
。
第
一

章
は
現
状
認
識
か
ら
始
ま
る
。
問
題
は
食
糧
供
給
で
あ
り
、
そ
の
不
足
は
現
在

は
予
想
さ
れ
ず
、
夏
か
ら
秋
ま
で
は
生
じ
る
こ
と
は
無
い
と
述
べ
る
が
そ
の
条
件

は
「
も
し
当
地
の
住
民
あ
る
い
は
外
部
の
者
の
側
で
何
の
妨
害
あ
る
い
は
敵
対
的

企
て
が
起
こ
ら
な
い
」
こ
と
で
あ
る
）
141
（

。
即
ち
定
住
地
の
安
定
は
当
地
に
居
住
あ

る
い
は
来
訪
す
るTlingit

の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
こ
の
時
に
指
摘
さ
れ

て
い
た
。
そ
し
て
「
も
し
わ
れ
わ
れ
の
側
、
即
ち
ロ
シ
ア
人
あ
る
い
は
狩
猟
団

員
が
悔
し
さ
を
感
じ
る
理
由
を
与
え
ぬ
な
ら
」
こ
の
事
態
は
生
じ
な
い
と
予
測

で
き
る
と
し
て
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
ロ
シ
ア
側
が
現
状
で
は
弱
体
と
の
認
識
に
基

き
、
彼
ら
か
ら
離
れ
、
こ
れ
を
避
け
る
べ
き
こ
と
を
厳
命
す
る
）
142
（

。
そ
し
て
ロ
シ

ア
人
に
自
制
を
求
め
、
現
地
民
の
無
知
等
か
ら
生
じ
る
つ
ま
ら
ぬ
腹
立
ち
は
我
慢

す
べ
き
と
指
示
。
同
時
に
ロ
シ
ア
人
と
狩
猟
団
員
に
対
し
、「
粗
野
な
自
身
の
偏

見
を
で
き
る
限
り
抑
え
平
和
的
行
為
に
留
め
、
そ
う
で
な
い
と
生
じ
る
結
果
、
そ

れ
は
越
冬
中
一
度
な
ら
ず
小
さ
な
事
に
関
し
て
出
会
っ
て
い
る
が
、
考
え
る
よ

う
」
く
り
返
し
言
う
こ
と
も
指
示
）
143
（

。
そ
し
て
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
交
流
の
前
提
と
し

て
持
つ
べ
きTlingit

観
を
示
す
。「
こ
れ
ら
の
民
族
は
世
界
の
創
造
以
来
自
然

的
自
由
を
享
受
し
、
外
部
の
意
志
の
こ
と
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
は
一
度
も
無

く
、
そ
れ
を
喜
ば
せ
よ
う
と
は
考
え
な
い
。」
）
144
（

そ
こ
で
わ
ず
か
な
悔
し
い
こ
と
に

も
報
復
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
冬
期
に
彼
が
実
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
と
さ

れ
、М

едведников

に
対
し
重
要
な
こ
と
と
し
て
考
え
に
入
れ
て
置
く
べ
き
と

命
じ
る
。
他
方
、
彼
ら
の
貪
欲
に
自
己
利
益
を
追
う
性
向
や
忘
恩
の
性
向
も
記

憶
に
と
ど
め
、「
わ
ず
か
な
物
で
も
彼
ら
か
ら
受
け
と
っ
て
は
な
ら
な
い
。
交
易

せ
ず
に
、
何
よ
り
も
代
償
を
払
わ
ず
に
は
。
そ
し
て
八
方
手
を
つ
く
し
て
横
領

は
抑
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
誰
に
も
許
さ
れ
な
い
」
と
彼
に
強
調
す
る
）
145
（

。
以
上

が
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
与
え
たTlingit

と
の
関
係
で
の
ロ
シ
ア
側
の
対
応
の
原
則
で

あ
る
。
次
に
こ
の
章
の
中
頃
か
ら
後
半
は
具
体
的
対
応
方
法
で
あ
る
。
詳
細
で

あ
る
が
本
稿
で
は
重
要
点
に
の
み
言
及
す
る
。
第
一
は
交
際
対
象
の
現
地
民
の

選
別
。
以
下
のтойон

の
名
が
追
加
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。т

）
146
（

ойон Хваров

と
彼

の
兄
弟
、
新
選
出
のтойон М

йхаило

（Shk'aw
ulyeil K

iks.  ádi

の
リ
ー

ダ
ー
を
ロ
シ
ア
人
が
呼
ん
だ
名
前
、
ロ
シ
ア
の
史
料
で
は
一
般
にSkautlelt

）

及
び
わ
れ
わ
れ
の
元
のтойон Схатес

（Tlingit

の
音
声
か
ら
聞
き
取
っ
た

名
。
お
そ
ら
くSxaadeis

）
）
147
（

と
兄
弟
、
そ
の
他
以
下
のП

очётны
е

人
々
）
148
（

。

K
ekur Bay

（
場
所
未
確
定
）
のK

uke

（K
preanov

島
のTlingit

村
、
ロ

シ
ア
人
の
ラ
ッ
コ
猟
場
へ
の
ル
ー
ト
上
に
あ
る
）

)149

(

の
シ
ャ
ー
マ
ン
と
義
理
の
父
、

тойон М
ихайло

の
最
も
近
い
湾
の
豊
か
で
も
て
な
し
好
き
の
甥
と
そ
の
兄
弟

Щ
едровиты

м

（Pocknarked m
an

か
）
150
（

）、K
odiak

に
行
く
こ
と
を
望
む
少

年
の
父
親
。
事
が
起
っ
た
場
合
に
彼
ら
に
食
物
を
提
供
す
べ
き
と
書
か
れ
て
お

り
、
概
ね
ロ
シ
ア
側
に
と
っ
て
交
際
の
実
績
が
あ
り
、
現
地
民
と
の
仲
介
が
期
待

で
き
る
地
元
のclan

の
有
力
なTlingit

と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
は
も
て
な
し

の
方
法
で
あ
る
。
原
則
は
飲
食
物
を
主
体
と
す
る
「
気
ま
え
良
い
」
供
応
で
あ

る
。
こ
れ
は
現
地
人
の
ポ
ト
ラ
ッ
チ
の
よ
う
な
慣
習
の
尊
重
で
あ
り
「
彼
ら
自

身
が
自
分
の
家
で
ロ
シ
ア
人
や
コ
ー
デ
ィ
ヤ
ク
人
を
気
ま
え
良
く
満
足
さ
せ
る
よ

う
に
」
）
151
（

供
応
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
船
が
交
易
商
品
と
と
も
に
来
航
し
た

場
合
は
小
さ
な
贈
物
を
少
量
ず
つ
し
ば
し
ば
与
え
る
。
注
目
す
べ
き
は
、тойон 

Схатес Толстой

（Tlingit

の
発
音
で
はsxaadeis

）
に
特
別
な
贈
物
を
、

秋
に
贈
ら
れ
た
二
頭
の
ラ
ッ
コ
の
代
償
に
与
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
指
示
に
「
わ
れ

わ
れ
の
し
か
も
多
く
の
贈
物
が
彼
の
下
に
行
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
せ
ず
に
」
の

文
が
付
く
こ
と
で
あ
る
）
152
（

。
そ
し
て
理
由
と
し
て
「
私
が
見
返
り
に
贈
物
を
す
る
約

束
を
し
た
の
は
、
わ
れ
わ
れ
に
よ
る
彼
ら
の
土
地
の
占
拠
に
は
わ
れ
わ
れ
の
側
か

ら
多
く
の
感
謝
の
気
持
を
表
わ
す
こ
と
を
必
要
と
す
る
と
判
断
し
て
、
欲
張
り
の

強
欲
さ
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
」
）
153
（

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
定
住
地
の
土
地
へ
の
植

民
の
許
可
を
こ
のтойон

が
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
与
え
た
と
の
解
釈
）
154
（

の
妥
当
性
を
示

す
。
ま
た
、
代
償
と
し
て
の
贈
物
はTlingit

の
習
慣
で
あ
り
、
ロ
シ
ア
人
も
そ

れ
に
従
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
三
は
、Tlingit

へ
の
警
戒
で
あ
る
。
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特
に
彼
ら
が
多
数
で
訪
れ
る
場
合
は
最
大
限
の
用
心
を
求
め
る
。
中
で
も
「
腹
黒

い
傲
慢
なТойоном

 Рубцом

」（Tlingit nam
e

は
不
明
。
ロ
シ
ア
人
の
渾

名
。
英
訳Scar

）
）
155
（

が
率
い
るК

ононтон

（K
aagw

aantaan, Eagle m
oiety 

in Sitka
）
）
156
（

の
人
々
か
あ
る
い
は
遠
い
村
々
か
ら
来
た
人
々
が
来
訪
者
に
含
ま
れ

る
場
合
は
最
大
の
用
心
を
払
う
こ
と
。
ま
た
多
数
で
来
訪
し
、
ダ
ン
ス
を
行
う
場

合
、
兵
舎
の
建
物
内
に
入
る
こ
と
は
不
許
可
。
少
数
で
来
て
も
建
物
内
で
の
ダ
ン

ス
は
許
さ
ず
、
外
の
兵
舎
前
で
行
う
な
ら
許
す
。
さ
ら
に
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら

ず
、
秘
密
の
監
視
を
行
い
、
彼
ら
の
カ
ヌ
ー
の
中
あ
る
い
は
衣
服
の
下
に
火
器
や

武
器
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
ら
、
前
述
のтойон

以
外
全
員
即

刻
兵
舎
か
ら
追
い
だ
す
こ
と
等
）
157
（

。
こ
の
強
い
警
戒
心
は
武
器
装
備
や
訓
練
に
反
映

す
る
。
バ
ラ
ー
ノ
フ
はTlingit
の
攻
撃
に
対
す
る
防
衛
と
し
て
、
見
張
り
塔
へ

の
大
カ
ノ
ン
砲
の
配
備
、
兵
舎
へ
の
一
角
砲
と
大
カ
ノ
ン
砲
の
配
備
、
銃
の
整
備

と
火
薬
や
弾
薬
筒
の
補
充
と
言
う
装
備
面
の
み
な
ら
ず
、
兵
舎
へ
の
見
張
り
の
配

置
や
危
険
時
に
見
張
り
の
銃
発
射
を
合
図
に
兵
舎
内
の
人
々
が
全
員
外
へ
出
る
シ

ス
テ
ム
等
定
住
地
防
衛
に
意
を
用
い
る
）
158
（

。
こ
の
定
住
地
防
衛
へ
の
彼
の
考
え
は
第

二
章
で
兵
舎
等
の
今
後
建
築
す
る
建
物
の
プ
ラ
ン
等
へ
の
指
示
に
さ
ら
に
具
体
的

に
示
さ
れ
て
い
る
）
159
（

。

　
冬
期
に
友
好
的
だ
っ
たTlingit

の
態
度
の
変
化
を
感
じ
、
同
時
来
航
す
る
外

国
船
に
よ
るTlingit

へ
の
武
器
供
与
の
続
行
を
知
り
な
が
ら
も
、
定
住
地
を

「
経
験
豊
か
で
忠
実
で
あ
り
、
困
難
を
恐
れ
ず
勇
敢
な
人
間
）
160
（

」М
едведников

に
託
し
長
大
な
る
指
示
書
の
実
行
を
期
待
し
、
彼
はK

odiak

島
へ
「О

льга
」

号
で
出
発
し
た
。

四
、一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
〇
二
年
春

　
五
月
初
に
帰
島
時
のK

odiak

に
は
問
題
が
山
積
し
て
い
た
。
ま
ず
冬
期

K
odiak

島
で
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
不
在
が
促
進
し
た
秩
序
の
混
乱
で
あ
る
。

「O
рёл

」
号
で
難
破
し
た
が
帰
島
し
て
い
た
政
府
の
士
官
―
航
海
士Талин

と

何
人
か
の
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
敵
対
す
る
人
々
の
反
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
活
動
はK

odiak

島
現
地
民
に
も
影
響
を
拡
大
し
、
不
満
を
広
め
、
後
者
を
暴
動
に
ま
で
至
ら
し
め

た
。
や
っ
と
三
月
に
副
官К

усков

がN
uchek

よ
り
戻
り
、
こ
の
争
い
を
大
概

鎮
め
る
の
に
成
功
し
た
。
そ
し
て
、
現
地
民
を
集
め
狩
猟
団
も
派
遣
で
き
た
。
し

か
し
反
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
動
き
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
帰
還
後
も
続
き
、
そ
れ
は
修
道
士

等
聖
職
者
と
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
対
立
に
拡
大
し
て
行
く
）
161
（

。
こ
の
会
社
の
中
心
地
の

混
乱
の
み
な
ら
ずK

enai Bay

（Cook Inlet

）
周
辺
地
域
で
は
、
現
地
人
が

Iliam
na

河
畔
の
定
住
地
で
三
人
の
ロ
シ
ア
人
を
殺
害
し
、
さ
ら
に
居
住
す
る

K
oniagi

も
含
め
全
員
の
一
掃
を
企
て
る
事
件
が
発
生
。
こ
の
反
乱
は
発
覚
し
、

拘
束
さ
れ
罪
を
自
白
し
た
反
乱
者
はK

odiak

島
に
移
送
さ
れ
た
が
）
162
（

こ
の
地
域
の

状
況
の
悪
化
は
明
ら
か
で
あ
り
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
自
身
で
事
態
改
善
の
た
め
、

八
月
後
半
そ
の
地
の
新Н

иколаевская крепость

とIkatna

に
二
年
ぶ

り
に
赴
い
た
。
帰
途Аlександровская крепость

か
らPrince W

illiam
 

Sound

に
回
り
そ
こ
に
保
管
さ
れ
た
毛
皮
や
難
破
船
の
鉄
・
ロ
ー
プ
を
積
ん
で

九
月
半
ば
にK

odiak

に
帰
還
し
た
）
163
（

。
問
題
の
最
後
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
ら
の
支
援

物
資
を
積
ん
だ
「Ф

еникс

」
号
の
難
破
（
一
七
九
九
）
が
確
実
と
な
り
、
物
資

補
給
の
期
待
が
断
た
れ
深
刻
な
物
資
不
足
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
バ
ラ
ー

ノ
フ
は
当
時
多
く
の
船
を
難
破
で
失
い
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
物
資
輸
送
船
を
送
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
近
い
将
来
す
べ
て
の
物
資
の
欠
乏
が
生
じ
る
と
考
え
、
彼

はЛ
арионов

に
緊
急
事
態
を
知
ら
せ
、
援
助
を
頼
む
た
め
使
者П

оторочин

等
をU

nalashka

に
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
で
送
っ
た
）
164
（

。
し
か
し
こ
の
返
答
は
翌
年
八

月
以
降
で
あ
り
物
資
の
補
給
は
得
ら
れ
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
解
決
困
難
な
問
題

の
存
在
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
の
事
業
は
顕
著
な
成
功
を
収
め
て
い
た
。
即
ち

ラ
ッ
コ
猟
の
成
果
は
一
八
〇
〇
年
の
間
にSitka

狩
猟
団
だ
け
で
毛
皮
二
六
〇
〇

枚
、
全
コ
ロ
ニ
ー
で
三
五
〇
〇
枚
に
及
ん
だ
）
165
（

。
事
実
上Sitka

地
域
が
既
に
会
社

の
事
業
の
支
柱
と
な
っ
て
い
た
。

　
一
八
〇
〇
〜
一
八
〇
一
年
の
冬
の
間K

odiak

島
の
反
バ
ラ
ー
ノ
フ
派
の
聖
職

者
と
政
府
雇
員
の
動
き
は
激
化
し
、
島
の
現
地
民
の
間
に
バ
ラ
ー
ノ
フ
（
会
社
）

へ
の
反
抗
や
蜂
起
を
働
き
か
け
た
。
結
果
的
に
多
く
の
現
地
民
がSitka

へ
の
狩

猟
団
参
加
や
会
社
の
仕
事
を
行
う
こ
と
を
拒
否
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
不
服
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従
・
反
乱
は
他
の
島
々
に
も
拡
大
し
、
）
166
（

数
的
に
少
な
い
ロ
シ
ア
人
は
追
い
詰
め
ら

れ
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
上
一
八
〇
一
年
五
月
以
降
「
島
民
の
独
立
と
旧
い
慣
習
に

従
っ
て
生
き
る
自
由
」
を
約
束
し
、
現
地
民
の
反
乱
に
味
方
す
る
聖
職
者
と
の
対

立
は
深
刻
化
し
）
167
（

、
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
教
会
に
行
か
な
く
な
る
。
こ
の
影
響
は
直
接
的

で
は
無
い
が
、
前
者
の
現
地
民
の
反
会
社
の
行
動
は
致
命
的
で
あ
る
。
バ
ラ
ー
ノ

フ
は
こ
の
危
機
へ
の
対
応
の
た
め
、
独
断
で
、
去
ろ
う
と
す
るToйon

の
逮
捕

を
命
じ
た
。
逮
捕
で
き
た
の
はTugidak

島
のтойон

唯
一
人
だ
っ
た
が
他
の

тойон

に
も
影
響
し
、
後
者
は
団
結
す
る
こ
と
も
、
会
社
の
仕
事
の
拒
否
も
止
め

た
。
そ
の
後
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
、
人
質
を
前
者
の
村
の
み
な
ら
ず
そ
の
島
の
南
部
の

村
々
に
も
命
じ
た
）
168
（

。
こ
う
し
てK

odiak

地
域
の
現
地
民
を
完
全
に
鎮
め
た
か
は

不
明
だ
が
会
社
の
事
業
は
継
続
で
き
た
。
一
八
〇
一
年
春
にИ

. А
. К

усков

の
指

揮
下
四
七
〇
艘
のAleut

バ
イ
ダ
ー
ル
カ
船
団
と
「Св. Екатерина

」
号
か
ら

成
る
狩
猟
団
（Главная партия

）
が
、
以
前
と
同
様
にSitka

地
域
に
派
遣

さ
れ
た
。
こ
の
年
の
成
果
は
特
に
巨
大
で
あ
っ
た
。
九
月
頃
戻
っ
た
こ
の
船
は
、

こ
の
狩
猟
団
とSitka

狩
猟
団
の
獲
物
とМ

ихайловская крепость

（Sitka

定
住
地
）
で
のTlingit

と
の
交
易
に
よ
る
獲
得
物
、
合
わ
せ
て
約
五
千
枚
の

ラ
ッ
コ
皮
を
積
ん
で
い
た
）
169
（

。

　
物
資
供
給
の
面
で
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
幸
運
が
訪
れ
た
。
当
時
彼
に
は
狩
猟
団
員

に
獲
っ
た
毛
皮
代
と
し
て
支
払
う
べ
き
物
資
も
ロ
シ
ア
人
被
雇
用
者
へ
の
そ
れ

も
完
全
に
無
か
っ
た
。
四
月
二
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
最
初
の
ア
メ
リ

カ
船
「Enterprise

」
号
がK

odiak

島
に
来
航
し
た
。
船
長
はJam

es Scott

で
あ
り
、Sitka

に
立
ち
寄
り
、М

едведников

か
らK

odiak

島
直
行
と
そ

こ
で
自
分
の
積
荷
を
毛
皮
と
交
換
す
る
よ
う
に
と
の
助
言
を
受
け
て
い
た
。
バ

ラ
ー
ノ
フ
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
人
と
取
引
し
、
彼
か
ら
食
糧
と
必
要
不
可
欠
な
物

資
を
大
量
に
（
一
万
二
千
ル
ー
ブ
リ
相
当
）
得
た
。
代
金
は
二
千
枚
の
黒
と
赤

の
キ
ツ
ネ
の
毛
皮
で
あ
っ
た
）
170
（

。
こ
の
よ
う
な
バ
ー
タ
ー
取
引
の
権
限
は
法
的
に

は
彼
に
は
無
い
が
）
171
（

、
前
年
七
月
に
物
資
供
給
を
求
め
てU

nalashka

に
送
っ

た
者
か
ら
何
の
知
ら
せ
も
届
か
ぬ
状
況
で
は
、
現
状
の
救
済
の
た
め
彼
は
決
断

せ
ざ
る
得
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
当
面
の
物
資
不
足
は
解
消
さ
れ
た
。
し
か
し

五
月
九
日
付М

алахов

か
ら
の
手
紙
が
、
逃
亡Tanaina

とChugach

に

よ
るК

онстантиновская крепость

へ
の
攻
撃
の
懸
念
を
伝
え
た
た
め
、

彼
はК

енаі Bay

か
ら
そ
こ
（N

uchek

）
へ
の
巡
回
を
実
施
し
、
帰
島
は
九

月
二
八
日
だ
っ
た
）
172
（

。
翌
一
八
〇
二
年
四
月
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
再
びК

усков

指
揮

下
四
五
〇
艘
の
バ
イ
ダ
ー
ル
カ
のAleut

狩
猟
団
を
前
年
と
同
じ
ル
ー
ト
で

Sitka

地
域
に
派
遣
し
た
。
五
月
に
はсоветник

の
称
号
を
有
す
デ
ン
マ
ー
ク

人И
. И
. Баннер

（Banner

）
がU

nalashka

か
ら
バ
イ
ダ
ー
ラ
でK

odiak

に
到
着
し
た
。
彼
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
会
社
が
特
権
を
賦
与
さ
れ
、
皇
帝
の
庇
護
下

に
入
り
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
株
主
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
及
び
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
一
世

即
位
の
件
を
伝
え
た
だ
け
で
な
く
、
前
皇
帝
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
か
ら
彼
の
功
績
に

対
し
て
賜
与
さ
れ
た
聖
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
勲
章
の
リ
ボ
ン
付
名
入
り
の
金
メ
ダ
ル
を

手
渡
し
た
。
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
熱
狂
的
に
喜
び
、
こ
の
祝
い
の
日
の
た
め
羊
一
頭
を

解
体
し
、
ま
た
当
地
の
学
校
に
も
千
ル
ー
ブ
リ
の
寄
付
を
し
た
。
彼
に
と
っ
て
最

良
の
日
で
あ
っ
た
）
173
（

。
続
い
て
、
六
月
二
一
日
彼
は
「Св. Екатерина

」
号
に
補

給
物
資
を
乗
せ
、Yakutat

とSitka

に
派
遣
し
た
。
七
月
に
はБаннер

が

「О
льга

」
号
（К

аш
еваров

指
揮
）
でK

odiak

島
を
出
帆
し
、U

nalashka

に
向
っ
た
。
他
方
、
敵
対
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
攻
撃
を
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
心
配

し
、
そ
れ
を
恐
れSitka

行
き
を
止
め
て
い
た
）
174
（

。

　
し
か
し
同
月
二
四
日
イ
ギ
リ
ス
船
「U

nicorn

」
号
が
到
来
し
、
そ
の
船

長Barber

が
伝
え
た
の
はSitka

の
要
塞
がTlingit

に
破
壊
さ
れ
、
救
出

者
を
こ
の
船
に
乗
せ
て
い
る
と
の
知
ら
せ
だ
っ
た
。
そ
の
時
バ
ラ
ー
ノ
フ
は

Afognak

島
と
そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
島
へ
の
旅
の
途
中
だ
っ
た
が
、
こ
の
知

ら
せ
を
得
て
急
い
で
戻
っ
て
き
た
）
174
（

。
こ
れ
ら
の
不
幸
で
恐
ろ
し
い
事
件
の
目
撃
者

は
語
っ
た
。Tlingit

の
大
軍
が
真
昼
に
こ
の
要
塞
を
攻
撃
し
た
。
彼
ら
は
ロ
シ

ア
人
を
も
だ
え
苦
し
ま
せ
て
殺
害
し
、
倉
庫
の
ラ
ッ
コ
の
毛
皮
を
強
奪
し
、
定
住

地
と
建
設
中
の
小
船
を
灰
じ
ん
に
帰
さ
せ
た
と
）
175
（

。
六
月
、
バ
ラ
ー
ノ
フ
不
在
中
に

М
ихайловская крепость

は
焼
亡
し
、
姿
を
消
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
に
関
し
て
そ
れ
に
至
る
過
程
を
、
主
に
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
形
成

史
、
即
ち
後
に
そ
の
中
核
と
な
る
東
南
ア
ラ
ス
カ
へ
の
ロ
シ
ア
人
進
出
過
程
の
面
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か
ら
本
稿
は
描
い
た
。
他
方
で
そ
れ
はTlingit 

「Land

」
へ
の
ロ
シ
ア
人
の
進

出
史
で
あ
り
、
従
っ
て
両
者
の
関
係
の
重
要
性
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
無
い
。
こ

の
事
件
は
そ
の
破
綻
で
あ
る
か
ら
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
破
綻
の
原
因
を

ロ
シ
ア
側
の
史
料
か
ら
捜
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
狩
猟
団
のTlingit

の
猟
場
で
の
ラ
ッ
コ
の
乱
獲
の
問
題
は
確
か
に
あ
る
。
こ
の
直
前
の
一
八
〇
〇

年
―
一
八
〇
一
年
に
は
会
社
の
ラ
ッ
コ
猟
の
中
心
はSitka

地
域
に
移
り
そ
の

毛
皮
猟
の
成
果
は
巨
大
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。Yakutat

で
ロ
シ
ア
人

―Tlingit

関
係
が
一
七
九
四
年
以
降
悪
化
す
る
主
因
が
ロ
シ
ア
人
のTlingit-

Eyak

の
猟
場
で
の
毛
皮
猟
に
あ
る
と
考
え
る
の
は
根
拠
が
あ
る
。
し
か
し
、

一
八
〇
一
年
のSitka

へ
の
狩
猟
団
を
率
い
たИ

. К
усков

はХлебников

に

そ
の
時
の
猟
場
で
の
状
況
を
語
っ
て
い
る
。「К

олош
и

（Tlingit

）
が
す
べ
て

の
場
所
で
…
ラ
ッ
コ
が
よ
り
多
く
い
る
湾
や
入
江
を
自
身
か
ら
進
ん
で
教
え
よ
う

と
申
し
出
た
。
場
所
か
ら
場
所
へ
彼
ら
が
狩
猟
団
を
導
き
、
自
分
の
隣
人
に
推
薦

し
…
」Tlingit

が
案
内
し
た
大
量
に
ラ
ッ
コ
が
存
在
す
る
狭
い
湾
で
ア
レ
ウ
ト

人
が
喜
ん
で
猟
を
す
る
の
を
見
な
が
ら
「К

олош
и
は
う
ら
や
む
こ
と
無
し
に

Aleut

の
猟
で
の
す
ば
し
こ
さ
や
技
術
の
巧
さ
に
感
嘆
し
て
い
た
）
176
（

」。Sitka

地
域

のTlingit

が
ロ
シ
ア
狩
猟
団
に
協
力
的
と
見
え
る
発
言
で
あ
る
が
こ
れ
の
解
釈

に
はTlingit

の
側
か
ら
の
見
方
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
事
件
の
解
釈
全

体
に
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
こ
の
時
点
の
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ロ
シ
ア

人
支
配
の
脆
弱
性
と
ロ
シ
ア
領
と
し
て
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
不
在
に
帰
因
す
る
秩

序
の
崩
壊
傾
向
が
こ
の
事
件
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。「
ロ

シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
」
成
立
時
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
は
、
現
実
に
は
国
家
の
統

治
シ
ス
テ
ム
の
外
に
あ
っ
た
。
当
地
で
は
圧
倒
的
多
数
の
現
地
人
に
対
し
、
ロ
シ

ア
人
の
数
は
極
め
て
少
数
で
あ
り
人
員
不
足
は
慢
性
的
に
嘆
か
れ
て
い
る
。
そ
の

上
古
参
の
航
海
士
の
病
気
や
難
船
に
よ
る
死
は
必
要
な
航
海
を
困
難
に
し
た
。
物

資
不
足
は
ロ
シ
ア
側
の
最
大
の
問
題
で
あ
り
、
食
糧
供
給
も
し
ば
し
ば
危
機
的
状

態
に
な
っ
た
。
現
地
民
と
の
関
係
維
持
に
必
要
な
、
交
易
・
贈
与
・
対
価
用
の
物

資
も
前
述
の
よ
う
に
欠
乏
す
る
場
合
も
希
で
は
な
い
。
軍
事
力
で
は
、
火
器
と
統

制
の
と
れ
た
行
動
で
現
地
民
に
対
し
優
位
を
保
っ
て
き
た
ロ
シ
ア
側
は
、
人
口
が

多
く
、
個
別
の
戦
闘
能
力
と
組
織
的
軍
事
行
動
力
の
双
方
を
有
す
るTlingit

に

直
面
し
て
優
位
性
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。
後
者
が
外
国
人
か
ら
交
易
に
よ
り
手
に

入
れ
た
銃
・
火
薬
・
弾
丸
等
の
火
器
で
の
武
装
化
を
強
め
た
こ
と
に
よ
り
そ
れ

は
一
層
進
ん
だ
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
一
七
九
〇
年
代
末
か
ら
反
ロ
シ
ア
人
の
動

き
はTlingit 

「Land

」
の
み
な
ら
ず
、K

enai Bay

のTanaina

やPrince 
W

illiam
 Sound

のChugach

そ
し
て
一
八
〇
〇
年
に
は
会
社
の
拠
点
の
あ
る

K
odiak

島
地
域
のK

oniagi

に
ま
で
広
が
る
。
こ
れ
を
鎮
め
る
た
め
支
配
人
自

身
が
船
で
問
題
の
場
所
を
巡
回
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
時
に
前
述
の
よ
う

にK
odiak

の
会
社
の
拠
点
も
反
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
動
き
で
秩
序
が
不
安
定
化
し
て

い
た
。
こ
の
状
況
の
中
で
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
設
立
時
の
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ

カ
は
毛
皮
猟
の
拠
点
と
し
て
建
設
さ
れ
た
定
住
地
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
体
で
あ

り
、
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
―
ラ
ス
ト
チ
キ
ン
会
社
雇
員
の
撤
退
後
は
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会

社
支
配
人
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
事
実
上
単
独
で
事
業
と
定
住
地
を
現
地
人
と
の
「
良
好

な
関
係
」
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
「
統
治
」
し
て
い
た
。
他
方
ロ
シ
ア
政
府
の

指
示
・
支
援
は
影
が
薄
く
、
一
七
九
四
年
こ
の
地
を
訪
れ
た
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー

隊
の
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
が
当
地
で
の
ロ
シ
ア
政
府
の
存
在
を
否
定
し
た
が
）
177
（

、
そ

の
状
況
が
続
い
て
い
た
と
言
え
る
。
し
か
し
一
八
〇
二
年
のSitka

の
要
塞
壊
滅

は
、
こ
の
状
態
で
の
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
存
続
の
難
し
さ
を
明
ら
か
に
し
た
。

註（１
）　
正
式
名
称
「П

одъ Высочайщ
имъ Его И

мператорского Величества 
покровительством

 Россіско- Американская К
омпанія

」

　
　
　
現
在
の
通
称
は
「Россиско- Американская К

омпания

」　
略
称
は

PAK

　
　
　
英
語
の
通
称
は
「Russian A

m
erican Com

pany

」

　
　
　
日
本
語
の
通
称
は
「
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
」

（
２
）　К

урильские острова

（
ク
リ
ル
諸
島
）
を
含
む
。
本
稿
の
地
名
は
原
則

現
地
名
（
英
語
）
を
用
い
る
。
ロ
シ
ア
語
史
料
か
ら
の
引
用
で
歴
史
的
地
名
と

し
て
必
要
な
場
合
は
例
外
で
あ
る
。

（
３
）
　С

. Г
. А

гадж
анов и

 В
. В
. Трепавлов ( от. ред), Н

ациональны
е 



岡野：一八〇二年の Sitka の戦い（一）
── ロシア人による Sitka 定住地Михайловская крепость（Old Sitka）建設と Tlingitsによるその破壊まで17

окраины
 Российской И

мперии, М
.,1988. стр.91-93.

（
４
）　
一
七
九
四
年
の
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
指
揮
下
の
イ
ギ
リ
ス
探
検
隊
の
ア
ラ
ス

カ
岸
を
含
む
北
米
北
西
岸
調
査
は
、
こ
の
地
域
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
領
有
権
主
張

の
可
能
性
を
探
る
意
味
で
ロ
シ
ア
人
の
進
出
状
況
を
詳
し
く
調
べ
て
い
る
。
即

ち
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
認
知
は
十
八
世
紀
末
以
降
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
探
検
隊
の
活
動
に
つ
い
て
は
拙
書
「
ジ
ョ
ー
ジ
・
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー

指
揮
下
の
イ
ギ
リ
ス
探
検
航
海
隊
の
見
た
北
米
ア
ラ
ス
カ
岸
の
ロ
シ
ア
人
と
ネ

イ
テ
ィ
ヴ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
第
二
十
七
号
、
平

成
十
八
年
、
参
照

（
５
）　
原
住
諸
民
族
は
英
語
で
はnative

、
ロ
シ
ア
語
で
はМ

естное население

で
あ
る
。

　
　
　
本
稿
で
は
こ
れ
を
現
地
民
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
６
）　
こ
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
は
拙
書
「
ロ
シ
ア
人
の
ヤ
ク
タ
ー
ト
行
―

一
七
九
四
年
」『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
十
二
号
、
平
成
二
十
三

年
、
八
五
頁
―
八
六
頁
、
参
照

（
７
）　
近
年Tlingit

側
の
視
点
か
ら
一
八
〇
二
年
と
一
八
〇
四
年
のSitka

で
の

ロ
シ
ア
―Tlingit

の
戦
い
を
中
心
に
ロ
シ
ア
人
の
ア
ラ
ス
カ
進
出
を
再
検
討

す
る
研
究
書
―
史
料
集
が
出
さ
れ
た
。

　
　
　N

ora
 M
. D

auenhauer, R
ichard

 D
auenhauer &

 Lydia 
T
. B

lack
( eds), A

nóoshi Lingí t A
an
í K

á, R
ussians in

 Tlingit 
A

m
erica , Seattle &

 Ju neau , 2008.

（
８
）
　А

. В
. Гринёв, И

ндейцы
 Т

линкиты
 в период

 Р
усской 

А
мерики(1741-1867 гг.), Н

овосибирск , 1991. стр.98-99.

（
９
）　C

hugach

エ
ス
キ
モ
ー
。
言
語
分
類
で
は
現
在Pacific G

ulf Yupik

で
あ
る
。
し
か
し
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
時
代
の
呼
称
はЧ

угачи, Prince 
W

illiam
 Sound

はЧ
угацкий Залив

と
呼
ば
れ
た
。
従
っ
て
本
稿
は
そ

の
英
語
名C

hugach

で
表
記
す
る
。

（
10
）　Гринёв , указ. соч., стр.98.

（
11
）　K

odiak

エ
ス
キ
モ
ー
。K

odiak

島
と
そ
の
周
辺
の
島
々
の
原
住
民
族
。

ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
時
代
の
呼
称К

оняги

（
複
数
）。
本
稿
で
は
こ
の
英
語

表
記K

oniagi

を
用
い
る
。

　
　
　
ま
た
、
隣
接
す
る
地
域
の
原
住
民
族
の
ロ
シ
ア
名Алеуты

も
英
語
名

Aleut

を
用
い
る
。

（
12
）　
拙
書
「
ロ
シ
ア
人
が
始
め
て
コ
ロ
シ
（
ト
ゥ
リ
ン
ギ
ッ
ト
）
に
接
し
た
時
」

『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
第
二
十
六
号
、
平
成
十
七
年
　
参
照

（
13
）　Frederica de Laguna

に

よ

れ

ばИ
лхак

はYakutat K
w

áan

の

toion ( тоен) 

で
は
な
く
、
当
時
お
そ
ら
く
交
易
の
た
めYakutat

に
来
て
い

た
極
め
て
高
い
地
位
のChilkat

のtoion

。
現
地
民
は
決
し
て
彼
が
こ
の
こ

と
に
よ
り
女
帝
に
服
属
し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
は
確
実
。

　
　
　Frederica de Laguna, U

nder M
ount Saint Elaias: the history 

and culture of the Yakutat Tlingit, part 1, City of W
ashington, 

1972, p.137.

（
14
）　
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
―
ゴ
ー
リ
コ
フ
会
社
の
ア
メ
リ
カ
の
事
業
会
社
は
三
社
で
あ

る
。

「
北
東
ア
メ
リ
カ
会
社
」「
ウ
ナ
ラ
シ
カ
会
社
」「
先
駆
者
（П

редтеченская

）

会
社
」

（
15
）　Александр Андреевич Баранов

（
一
七
四
六
―
一
八
一
九
）。
身
分

はкаргопольский мещ
анин

。

　
　
　
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
の
建
設
者
と
言
っ
て
良
い
。
本
稿
で
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
と

表
記
。

（
16
）　
こ
の
第
一
回
のYakutat

へ
の
狩
猟
団
派
遣
に
つ
い
て

　
　
　
拙
書
「
ロ
シ
ア
人
の
ヤ
ク
タ
ー
ト
行
―
一
七
九
四
年
」
九
四
頁
〜
九
五
頁

（
17
）　
一
八
〇
二
年
の
株
主
総
会
の
決
定
に
よ
る
指
令
書
で
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
「
ア
メ

リ
カ
と
島
々
に
あ
る
定
住
地
（колоній

）
全
て
の
総
支
配
人
」
と
し
て
全
権

が
与
え
ら
れ
た
。

　
　
　
こ
の
指
令
書
に
つ
い
てП

. А
. Тихменев, И

сторическое обозреніе 
Россіско- А

м
ериканской

 ком
паніи

 и
 действій

 ея настоящ
его 

времени, ч.1, Санкт- П
етербург,1861, стр.76-78.

　
　
　
拙
書
「
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
、1799-

1802

」

　
　
　『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
第
十
八
号
、
平
成
九
年
、
六
五
頁
―
六
六
頁
。

（
18
）　Н

. Н
. Б

олховитинов( от. ред), И
стория Русской А

мерики(1732-
1867), Т

. I., М
.,1997, стр.196.

（
19
）　Л

ебедевцы
は
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
―
ラ
ス
ト
チ
キ
ン
会
社
の
被
雇
用
者
。
本
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稿
で
は
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
ツ
ィ
と
表
記
す
る
。Ш

елиховцы

は
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ

―
ゴ
ー
リ
コ
フ
会
社
の
被
雇
用
者
。
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
ツ
ィ
と
表
記
す
る
。

（
20
）　Болховитинов( от. ред), указ. соч., стр.195.

（
21
）　там

 ж
е, стр.197.

（
22
）　там

 ж
е, стр.194.

　
　
　см

. П
. Н
. П

авлов ( от. ред.), К
 истории Российко- Американской 

ком
пании

 ( С
борник

 докум
ентальны

х
 м

атериалов
), г.

К
расноярск,1957, стр.15.

（
23
）　Болховитинов( от. ред), указ. соч., стр.164-167.

　
　
　
バ
ラ
ー
ノ
フ
も
一
七
九
三
年
七
月
二
四
日
付
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
宛
の
手
紙
の
中

で
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
ツ
ィ
の
妨
害
行
為
や
対
立
状
況
を
訴
え
て
い
る
。

　
　
　P

. A
. Tikhm

enev, A
 H

istory of the Russian Am
erican Com

pany.
vol.2 docum

ents, K
ingston( C

anada),1979, docum
ent N

o.9, pp.32-34.

（
24
）　Болховитинов( от. ред.), указ. соч, Т

.1, стр.193.

（
25
）　там

 ж
е, стр.187-188.

（
26
）　
一
七
九
八
年
四
月
二
八
日
付
バ
ラ
ー
ノ
フ
のП
оломош

ной

へ
の
手
紙
に

「
去
年K

onovalov

（К
оновалов

）
が
去
っ
た
後
わ
れ
わ
れ
がChugach

を
占
領
し
、K

uskov

（К
усков

）
に
委
ね
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　Tikhm

enev, op. cit., docum
ent N

o.23, p.92.

（
27
）　Болховитинов( от. ред.), указ. соч., Т

.1, стр.188-189.

（
28
）　Tanaina

は
言
語
分
類
上
で
はAthapaskan- Eyak

に
属
す
る
。Cook 

Inlet

を
取
り
囲
む
よ
う
に
居
住
地
域
が
広
が
っ
て
い
る
。K

enai
半
島
の
原

住
民
族
で
あ
る
。

（
29
）　
前
掲
の
バ
ラ
ー
ノ
フ
のП

оломош
ной

へ
の
手
紙
に
よ
る
と
、
総
計
で
約

二
十
五
人
の
プ
ロ
ム
ィ
シ
ュ
レ
ン
ニ
キ
（
狩
猟
業
者
）
と
百
人
く
ら
い
の
服
属

現
地
民
が
殺
害
さ
れ
た
。

　
　
　Tikhm

enev, op. cit., docum
ent N

o.23, p.92.

（
30
）　
こ
の
要
塞
に
は
一
七
九
四
年
ヴ
ァ
ン
ク
ー
フ
ァ
ー
指
揮
下
の
イ
ギ
リ
ス
探
検

航
海
隊
が
来
訪
し
、
歓
迎
を
受
け
た
。
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
は
こ
の
要
塞
と

人
々
に
つ
い
て
観
察
記
録
を
航
海
日
誌
に
残
し
て
い
る
。

　
　
　G

eorge Vancouver( W
. K

aye Lam
b ed.), A

 Voyage of D
iscovery to 

the N
orth Pacific O

cean and round the w
orld 1791-1795, w

ith 

an Introduction and appendices ( in 4 volum
es), London, 1984, 

pp.1256-1258

（
ペ
ー
ジ
は
全
巻
通
し
番
号
）

（
31
）　Болховитинов( от. ред.), указ. соч., Т

.1, стр.192.

（
32
）
　K
. T
. K

hlebnikov, B
aranov : C

hief m
aneger of the R

ussian 
colonies in Am

erica, K
ingstone( Canada), 1973, p.23.

　
但
し
こ
の
蜂

起
は
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
当
該
地
に
到
着
す
る
前
に
ロ
シ
ア
側
に
立
つTanaina

に
よ
り
蜂
起
者
が
逮
捕
さ
れ
鎮
め
ら
れ
た
。

　
　
　H

. H
. Bancroft,  H

istory of Alaska 1730-1885, San Francisco,1886, pp.394-
395.

　
　
　
こ
こ
で
の
記
述
で
は
こ
の
事
件
の
時
期
に
つ
い
て
不
明
確
で
あ
る
。

（
33
）　
ロ
シ
ア
の
研
究
で
もА

. Р
. А

ртемьев

の
一
八
〇
二
年
のSitka Tlingit

の
蜂
起
に
関
す
る
論
文
は
こ
れ
に
言
及
し
な
い
。

　
　
　А

. Р
. А

ртем
ьев, В

осстание индейцев в1802 г. в истории 
Русской Америки

‒Вопросы
 истории,1999, N

o.3.

（
34
）　
拙
書
「
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
―
ア
メ
リ
カ
会
社
、1799

―

1802

」

　
　
　『
群
馬
県
立
女
子
大
学
紀
要
』
第
十
八
号
　
平
成
九
年
　
参
照

（
35
）　
一
八
〇
〇
年
七
月
二
四
日
付
バ
ラ
ー
ノ
フ
のЕмельян Григорьевич 

Л
арионов

へ
の
手
紙
①

　
　
　Tikhm

enev, op. cit., docum
ent N

o.29, pp.106-120.

　
　
　
一
八
〇
〇
年
七
月
二
四
日
付Е

. Г. Л
арионов

へ
の
手
紙
は
二
通
あ

る
の
で
こ
れ
は
本
論
文
で
は
①
と
②
の
番
号
を
つ
け
て
区
別
す
る
。
①
が

docum
ent N

o.29

、
②
がdocum

ent N
o.30

と
し
てP

. A
. Tikhm

enev

編

の
史
料
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
36
）　Jam

es G
eorge Shields, 

ロ
シ
ア
で
の
呼
称
はЯ

ков Егорович 
Ш

илдз( Ш
ильц)

。

　
　
　
本
稿
で
は
英
語
名
で
表
記
す
る
。
英
国
出
身
で
ロ
シ
ア
帝
国
の
エ
カ
テ
リ

ン
ブ
ル
ク
歩
兵
連
隊
の
陸
軍
中
尉
（поручик

）
と
し
て
勤
務
。
一
七
九
二

年
以
降
優
秀
な
航
海
士
―
艦
長
と
し
て
シ
ェ
ー
リ
ホ
フ
会
社
で
働
く
。

一
七
九
九
年
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
か
らK

odiak

島
に
帰
る
航
海
途
上
、
指
揮
下
の

「Ф
еникс

」
号
が
難
破
し
、
全
乗
組
員
・
旅
客
と
と
も
に
亡
く
な
る
。

　
　
　см

. Андрей В
. Гринёв, Кто есть кто в истории Русской Америки, М

.,
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　2009, стр.608.

　
　
　
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
船
の
難
破
は
多
発
し
重
大
な
問
題
で
あ
り
続

け
た
。

　
　
　см

. А
. В
. Гринёв, К

ораблекруш
ения

 русских судов при 
откры

тии и освоении Aляски и Алеутских островов,1741-1867

―

Американский Еж
егодник 2012, М

. 2012.

（
37
）
こ
の
狩
猟
団
は
約
千
八
百
枚
の
ラ
ッ
コ
皮
を
獲
得
し
てK

odiak

に
帰
還
す

る
。

　
　
　Болховитинов( от. ред.), указ. соч., Т

.1, стр.184.

　
　
　K

odiak

島
を
拠
点
にTlingit land

（
現
東
南
ア
ラ
ス
カ
に
ほ
ぼ
重
な
る
）

の
奥
深
く
ま
で
派
遣
さ
れ
る
狩
猟
団
は
「Главная

」
又
は
「Д

альная

」

партия

と
呼
ば
れ
た
。

（
38
）　там

 ж
е, стр.184-185.

（
39
）　Prince of W

ales island

の
西
岸
。
現Bucareli Bay

。
東
南
ア
ラ
ス
カ

の
南
端
近
く
。

（
40
）　
南
東
方
面
で
の
毛
皮
猟
の
実
施
と
と
も
に
毛
皮
の
獲
得
数
は
著
し
く
増
大
し

た
。

　
　
　
一
七
九
一
―
九
五
年
に
比
較
し
、
九
五
年
五
月
―
九
八
年
五
月
の
期
間
は

ラ
ッ
コ
だ
け
で
も
約
二
倍
以
上
に
な
っ
た
。

　
　
　Болховитинов( от. ред), указ. соч., Т

.1, стр.187.

（
41
）　
ロ
シ
ア
領
ア
メ
リ
カ
研
究
の
泰
斗Lydia T

. Black

も
「
帝
国
の
建
設
者
の

中
でthe creator of R

ussian A
m

erica

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、

そ
れ
はA

leksandr A
ndreevich Baranov

」
と
著
書
の
中
で
断
言
し
て
い

る
。

　
　
　see, L

. T
. Black, Russians in Alaska,1732-1867, Fairbanks,2004, p.121.

（
42
）
　К

. Т
. Х

лебников, Ж
изнеописание А

лександра А
ндреевича 

Б
аранова, Главного правителя

 Р
оссийских колоний

 в 
А

мерике, СП
б.,1835.

　
　
　
前
掲
書P

. A
. K

hlebnikov, B
aranov

は
そ
の
英
訳
本
。
本
稿
は
こ
れ
を
使

用
す
る
。

（
43
）　K

hlebnikov, B
aranov

…, p. xvi.

（
44
）　Н

. Н
. Болховитинов, Завещ

ание Н
. П
. Резанова

‒Вопросы
 истории,

　
　1994, N

o.2, стр.166.

（
45
）　Артемьев, ykaз, coч., стр.141.

（
46
）　Болховитинов( от. ред.), указ. соч., Т

.1, стр.192.

（
47
）　К
. Т
. Хлебников, И

сторическое обозрение о занятии острова 
С

итхи
, с известиям

и
 о иностранны

х кораблях (1831 г. ию
ня 

21, Н
овоархангельск)

　
　
　
こ
れ
は
著
者
が
仕
え
た
三
番
目
の
総
支
配
人Барон Ф

ердинанд 
П

етрович Врантель(1830-35)

の
夫
人Елизавета Васильевна Баронесса

　
　ф

он Враттель

に
贈
っ
た
手
稿
本
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
手
稿
はА

. Р
. Артемьев

に
よ
りThe State Archaive of Estonia

のthe papers of W
rangell fam

ily

の
中
で
発
見
さ
れ
、
詳
細
な
序
文
と

ノ
ー
ト
付
で
公
刊
さ
れ
た
。

　
　
　А

. Р
. Артемьев, И

з истории освоения русскими острова Ситха
( Баранова), Владивосток,1994, докумеит N

o.1, стр.12-23.

　
　
　
こ
れ
はSitka

定
住
地
の
建
設
か
ら
一
八
〇
二
年
のTlingit

の
攻
撃
に
よ

る
壊
滅
ま
で
の
過
程
の
研
究
の
基
本
史
料
で
あ
る
。
本
稿
は
史
料
と
し
て
こ
れ

を
用
い
る
。
こ
れ
は
一
八
三
三
年
に
雑
誌
「Рaдyгa

」
に
掲
載
さ
れ
た
後
、

一
八
六
一
年
に
雑
誌М

орской Сборник

の
付
録
の
資
料
集
の
一
部
と
し

て
再
刊
。

　
　
　см

. К
. Т
. Х

лебников, П
ервоначальное поселение русских в 

А
м

ерике
‒М

атериалы
 для истории

 русских заселений
 по 

беретам
 Восточното океана, Вы

п. IV
, СП

б,1861.

　
　
　
本
稿
の
引
用
部
分
、Артемьев, указ. соч., стр.14.

（
48
）　F

. d. Laguna, op. cit., p.169.

（
49
）　
一
八
〇
〇
年
七
月
二
四
日
付Л

арионов

へ
の
手
紙
①
。Tikhm

enev, 
op. cit., p.113

（
50
）　K

hlebnikov, Baranov, p.23.
（
51
）　Yakutat K

w
áan

、E
yak

も
こ
こ
に
は
居
住
、
当
地
のTlingit- Eyak

も
ロ
シ
ア
人
の
進
出
―
定
住
地
建
設
に
次
第
に
好
意
的
で
な
く
な
る
。

　
　
　
拙
書
、
前
掲
書
「
ロ
シ
ア
人
の
ヤ
ク
タ
ー
ト
行
―
一
七
九
四
年
」
参
照

（
52
）　Tlingit
に
つ
い
て
の
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
こ
の
考
え
は
、K

hlebnikov

の
バ

ラ
ー
ノ
フ
伝
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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　K

hlebnikov, B
aranov, p.17.

　
　
　
し
か
し
こ
の
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
考
え
は
典
拠
が
不
明
で
あ
る
。Артемьев

は

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
本
社
へ
の
バ
ラ
ー
ノ
フ
の
報
告
の
一
つ
に
含
ま
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　
　
　А

ртемьев, указ. соч., стр.141.

（
53
）　K

hlebnikov, B
aranov, p.17.

（
54
）　
船
の
難
破
は
繁
雑
に
起
り
、
多
く
の
人
命
や
積
荷
の
毛
皮
も
失
わ
れ
た
。

一
七
四
一
〜
九
九
年
の
間
に
総
計
二
八
艘
の
船
が
遭
難
。
平
均
二
年
に
一
艘
が

難
破
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
　
　Гринёв, К

ораблекруш
ения русских судов

…, стр.254.

　
　
　
例
え
ば
一
七
九
九
年
に
は
「Северны

й О
рёл

」
号
（
通
称О

рёл

号
）

がPrince W
illiam

 Sound
で
難
破
。П

оломош
ной

と
彼
の
家
族
五

人
が
溺
死
し
、
積
荷
の
毛
皮
も
大
量
に
失
わ
れ
た
。
同
年
大
量
の
ロ
シ
ア
領

ア
メ
リ
カ
へ
の
補
給
物
資
を
積
ん
でO

khotsk

か
らK

odiak

島
に
向
っ
た

「Ф
еникс

」
号
（J. Shields

指
揮
）
が
難
破
。
難
破
の
日
時
も
場
所
も
不
明

で
バ
ラ
ー
ノ
フ
は
長
期
間
捜
索
を
行
い
、
一
八
〇
〇
年
に
や
っ
と
難
破
を
確

認
し
た
。Л

арионов

へ
の
手
紙
（
①
）
で
「
最
大
の
不
幸
は
わ
れ
わ
れ
の
船

Phoenix

が
難
破
し
す
べ
て
の
輸
送
物
資
と
積
荷
が
失
わ
れ
た
こ
と
で
す
」
と

述
べ
て
い
る
。see, Tikhm

enev, op. cit., p.106.

（
55
）　
名
称
はН

оворосоийск

又
はСлавороссия

（
56
）　Yakutat

定
住
地
の
混
乱
は
一
七
九
九
年
バ
ラ
ー
ノ
フ
がSitka

に
行

く
途
中
こ
こ
に
立
ち
寄
り
、
調
査
・
審
問
の
結
果
、
移
住
者
の
長
と
し
て

П
оломош

ной

をН
. М

ухин

に
交
替
さ
せ
る
こ
と
で
鎮
静
化
し
た
。
こ
の

定
住
地
内
の
ロ
シ
ア
人
間
の
対
立
にYakutat toion Хаткеекс Ф

едор
も

引
き
入
れ
ら
れ
た
。

　
　
　А

. В
. Тринёв, И

ндейцы
 Тлинкиты

…, стр.108.

（
57
）　там
 ж

е

（
58
）　
参
照
　
註
47

（
59
）　K
. Т
. K

hlebnikov, B
aranov

…
（
前
掲
書
）

（
60
）　H

. H
. B

ancroft, H
istory of A

laska 1730-1885.

（
前
掲
書
）

（
61
）　
参
照
　
註
７

（
62
）　Tlingit

側
の
状
況
の
解
明
の
成
果
を
ロ
シ
ア
の
研
究
者
の
中
で
は
特
に

А
. В
. Зорин

が
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
彼
は
一
七
九
八
―
九
九
年
の

Sitka K
w

áan

のclan

と
近
接
す
るAngoon K

w
áan

のclan

間
の
抗
争

とSitka Tlingit

―
ロ
シ
ア
関
係
の
変
化
の
関
連
性
に
言
及
。

　
　
　см
. А
. В
. Зорин, И

ндейская Война в Русской Америке, К
урск, 

2002, стр,87-91.

（
63
）　F

. de Laguna

自
身
が
こ
れ
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　F

. de Laguna, op. cit., p.166

（
64
）　Гавриил Терентьевич Талин

（1773

〜
）подпоручк

（
陸
軍
少
尉
）、

十
二
等
のш

турман

（
航
海
士
）。

（
65
）　Tikhm

enev, op. cit., p.108.

　
　
　
し
か
しТалин

は
こ
の
指
示
を
全
く
実
行
し
な
い
。ibid., p.109-110.

　
　
　see, K

hlebnikov, Baranov

…, pp.25-27.

　
バ
ラ
ー
ノ
フ
へ
のТалин

の

不
服
従
に
つ
い
て
。

（
66
）　
バ
ラ
ー
ノ
フ
のK

odiak

出
発
日
は
史
料
に
よ
り
異
な
る
。
四
月
十
日

（H
. H
. Bancroft

）、
五
月
二
五
日
（K

hlebnikov, Baranov

…
）、
五
月

三
十
日
（Л

арионов

へ
の
手
紙
①
）。

（
67
）　Л

арионов

へ
の
手
紙
①
　Tikhm

enev, op. cit., p.112.

（
68
）　H

. H
. Bancroft, op. cit., p.386.

（
69
）　И

ван Аlександрович К
усков(1761-1823)

、
バ
ラ
ー
ノ
フ
が
最
も
信

頼
す
る
副
官
。

　
　
　
一
七
九
八
年
か
ら
レ
ー
ベ
ジ
ェ
フ
ツ
ィ
が
去
っ
た
後
のК

онстантиновская 
крепость

（N
uchek

）
の
指
揮
・
管
理
を
委
ね
ら
れ
る
。

（
70
）　Гринёв, И

ндейцы
 Тлинкиты

…, указ. соч., стр.109.

（
71
）　H

. H
. Bancroft, op. cit., p.386.

（
72
）　
詳
細
な
情
報
はЗорин

が
記
述
。А

. В
. Зорин, указ. соч., стр.85.

（
73
）　F

. de Laguna, op. cit., p.169.
（
74
）　Bancroft, op. cit., p.386.

（
75
）　ibid., pp.386-387.

（
76
）　ibid., p.387.

（
77
）　
確
認
で
き
るSitka

到
着
日
は
七
月
七
日
又
は
八
日
。Yakutat

に
寄
港
し

て
か
らSitka

へ
。

　
　
　Л

арионов
へ
の
手
紙
①
に
は
七
月
八
日
到
着
と
記
さ
れ
る
。
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　Tikhm

enev, op. cit., p.109.

　
　
　B

ancroft

の
記
述
と
は
異
な
り
バ
ラ
ー
ノ
フ
はK

odiak

に
戻
っ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
再
度
出
発
し
た
と
考
え
る
とХлебников

が
記
す

K
odiak

出
発
日
五
月
二
五
日
やЛ

арионов

へ
の
手
紙
①
の
同
五
月
三
十
日

頃
も
可
能
で
あ
り
、B

ancroft

の
同
四
月
十
日
説
も
成
り
立
つ
。
五
月
末
出

発
な
ら
ばYakutat

へ
の
到
着
日
六
月
十
二
日
と
も
整
合
性
が
あ
る
。

（
78
）　F

. de Laguna, op. cit., p.169.

（
79
）　ibid.

（
80
）　Л

арионов
へ
の
手
紙
① Tikhm

enev, op. cit., p.109.

（
81
）　И

ван Гриторьевич П
оломош

ны
й( поломош

нов)

、
当
時
はYakutat

の
ロ
シ
ア
人
植
民
者
（П

осельщ
ики

）
グ
ル
ー
プ
の
長
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

一
七
九
六
年
に
設
置
さ
れ
たYakutat

定
住
地
の
長
（староста

）
に
任
命
さ

れ
た
。
一
七
九
九
年
解
任
さ
れ
、Yakutat

か
ら
の
帰
途
「Северны

й О
рёл

」

号
の
難
破
に
遭
遇
し
家
族
と
と
も
に
亡
く
な
っ
た
。

（
82
）　Степан Ф

ёдрович Л
арионов

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
第
三
ギ
ル
ド
商
人
。

一
七
九
六
年Yakutat

定
住
地
で
プ
ロ
ム
ィ
シ
ュ
レ
ン
ニ
キ
（
ロ
シ
ア
人
狩

猟
者
）
とK

oniaghi

の
長
（Глава

）
に
任
命
さ
れ
た
。П

оломош
ны

й

と
の
対
立
が
続
い
た
結
果
一
七
九
九
夏
彼
と
と
も
に
バ
ラ
ー
ノ
フ
に
よ
り
解
任

さ
れ
た
。

（
83
）　K

hlebnikov, B
aranov

…, p.26.

（
84
）　
上
陸
地
点
は
現O

ld Sitka

。
現Sitka

の
六
マ
イ
ル
北
。
こ
こ
に
最
初
の

ロ
シ
ア
定
住
地
が
建
設
さ
れ
た
。

（
85
）　Талин

の
不
服
従
行
動
に
つ
い
て
。

　
　
　Л

арионов

へ
の
手
紙
①
　Tikhm

enev, op. cit., pp.110-111.

（
86
）　B

ancroft

に
よ
れ
ば
上
陸
し
た
時
に
新
来
者
の
動
き
を
見
よ
う
と
現
地
民

の
群
が
集
ま
っ
て
い
た
。B

ancroft, op. cit., p.387.

（
87
）　Хлебников, И

сторическое обозрение

…, стр.14.

　
　
　
こ
れ
を
英
訳
し
た
史
料
が
註
７
の
「Anóoshi Lingít Aaní K

a, Russians 
in Tlingit Am

erica

」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
英
訳
史
料
に
は
詳
細
な

註
が
有
り
、
こ
の
資
料
の
補
足
資
料
と
し
て
有
用
で
あ
る
。
従
っ
て
原
史
料
の

理
解
の
た
め
こ
れ
も
用
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　
　K

. Т
. K

hlebnikov," Initial Settlem
ents of Russian in Am

erica" in 

N
. M
. D

auenhauer.( eds), Anó oshi Lingit Aani K
a

…, pp.173-184.

（
88
）　Хлебников, И

сторическое обозрение

…
（
原
史
料
）
で
は
三
人
の

тоен

は
「1. Скаутлет,2. Скаатагечь и 3, К

оухкан

」
と
記
さ
れ
て
い

る
。стр.14.

　
　
　
し
か
し
今
日
、Tlingit

の
側
か
ら
の
研
究
で
、
よ
り
正
確
に
人
物
名
や

clan

が
特
定
で
き
て
い
る
。

　
　
　K

hlebnikov, Initial Settlem
ents

…, p.182, note 9.

　
　
　
当
時
彼
ら
のH

auses

は
現
在
のCastle H

ill

に
あ
っ
た
。

（
89
）　Зорин, указ. соч., стр.90-91.

（
90
）　Л

арионов

へ
の
手
紙
①
　Tikhm

enev, op. cit., pp.111-112.

（
91
）　Tlingit

は
貝
を
食
べ
な
い
。

（
92
）　Хлебников, И

сторическое обозрение

…,, стр.14.
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